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陛下、入れ替わった体でのご無体はお許しくださいっ！
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「んっ」

　アンネがまぶたを震わせて目を覚ますと、仕えている王姉のマリーディア、そして宰相と侍医が顔をのぞき込んできた。

「よかった、目が覚めたのね。心配したのよ、もう」

　マリーディアが涙を浮かべながら頬に触れてきて、ほかの二人も良かった良かったと頷きあっている。

　侍女でしかないアンネが受けるには過剰な厚遇に混乱しつつ、体を起こした。

「ご心配をおかけし、申し訳ございません」

　自分のものではないかのような深みのある声が喉から出た。

　何日か寝込んでしまったのだろうか。きっと声が酷く枯れているのだ。それにしては喉に痛みはないが。

　アンネは気を失う前のことを思い出そうとした。

　王城で働いているアンネは、いつものように、朝に庭でマリーディアの部屋に飾る花を摘もうとしていたところ、見たことのない真っ黒な猫と目が合った。

　城の庭には野良猫が何匹か住みついており、新顔が増えただけ。と、言えばそうなのだが、何故かひどく胸騒ぎがして、アンネは黒猫に近づいた。

　しかし、猫なので当然すばしっこい。捕らえようとしたアンネの脇をすり抜けていってしまい、必死に追いかけた。

　そうして、そのままじぐざぐに走ってアンネを翻弄していた黒猫が突如、庭に散歩に出ていた王の前に出ようとしたので、咄嗟に猫と王の間に飛び出たのだ。

　必死の形相で黒猫と追いかけっこしていたからだろう。

　アンネ、どうした？　と王が駆け寄ってきてくれた。

　その瞬間、目の前が凄まじい光に包まれた。

　だが、そこからは覚えていなかった。

「私はもう大丈夫です。陛下はご無事ですか？」

　そう口に出したとき、血管が浮いている日に焼けた大きな腕が目に入った。場所的に自分から生えているとしか思えない大きな腕。

　寝込んでいたはずなのに筋肉が盛り上がっている上、最近、剃ったはずなのに腕毛もたっぷりと生えている。

（うそっ！）

　王女の侍女にもかかわらず身だしなみがなっていないだなんて恥ずかしいと、アンネは慌てて腕を隠そうと袖を伸ばし、身を縮めた。

「どうしたの？　ベルトラン、あなたさっきから変よ？」

「え？」

　ベルトランはアンネが敬愛する王の名で、アンネの顔をのぞき込んでいるマリーディアの弟でもある。

　アンネよりは少し年下であるが、それを感じさせない尊敬できる優秀な王で、隣国が侵略してきたときは自ら陣頭指揮を執り、退けた。

　そんな王と同じ色をしたマリーディアの美しい黄金の瞳にはみすぼらしいアンネが映って…………いない。

　アンネは咄嗟に振り向いたがベッドの上だ。当然後ろには誰もいない。

　慌てて体を伸ばして近くにある姿見をのぞき込むと、まず大きい、と思った。

　いかにも武勇に優れていそうな男の体つきなのだ。

　そして、瞳。マリーディアと同じ黄金だ。

「え？　え、え？」

　アンネが自分の顔に触ると鏡に映った人間も顔を触っている。

　現状についていけず、今にも泣き出しそうな表情だ。

　見知った顔、ずっと見てきた精悍な顔。だが、こんな表情の彼は見たことがない。

　彼がまだ皇太子だったころは親しく接していたが、今では誰もが敬う立派な王となった。そんな、話すことすらおこがましいほどの傑物である彼が、子どものように困惑した顔をしているのだ。

　そして手には、生え始めのヒゲの感触までする。

（これって、もしかして、もしかしてなんじゃ……）

「目覚められたばかりで混乱なさっているのかもしれませんな」

　侍女の間でおじいちゃん先生との愛称で慕われている侍医が首筋に触れてきた。脈を測っているのだ。

　理解できない状況に、きっとかなりバクバクしているはずだ。

「あの……私は誰ですか？」

　アンネは先程から抱いている一つの疑惑に答えを出すため、質問した。

「何を言っているの？　ベルトラン」

　マリーディアが不安そうに首をかしげている。亡き前王妃様にマリーディアの侍女として拾っていただいて以降、誠心誠意仕えてきた主にこのような顔をさせてしまい、アンネは申し訳なくなった。

「陛下、私がわかりますか？」

　その地位に就くには年若いが優秀な宰相のルドルフもまたアンネを王と呼びながら心配そうに見つめてくる。

「えっと……その、私が陛下だとして……それなら、アンネはどこにいますか？」

「心配だったから特別に隣の寝室で寝かせているわ。侍女頭が見てくれているけれど、あの子も目覚めないままで……。王が襲われたって、国中大騒ぎになっているのよ」

　うううっ、とマリーディアが泣き出してしまい、ルドルフがハンカチを差し出した。

　美しいマリーディアと理知的で落ち着いたルドルフはどこからどうみても両想いなのにこの二人の恋は遅々として進まない。

　アンネを含むマリーディアの侍女は皆我々の腕の見せ所、と二人をくっつけようと日夜努力を惜しまないとか今はそれどころではない！

「申し訳ございません、失礼しますっ」

　アンネが慌ててベッドを飛び降りると、ドンと音がした。体が重いのだ。

「待ちなさいベルトラン！　女性が寝ている部屋に許可なく入ってはいけないわ！　止まりなさいっ！」

　後ろでマリーディアの声がしたが、寝間着のまま隣の居室、空位である王妃の寝室につながる扉をバンと大きく開けた。

　そんなに力を入れたつもりはなかったが、軽々と開いてしまった。

「アンネ、お前も目が覚めたのか」

（ああ、やっぱり、やっぱりなんだ……！）

　そこには、アンネの体を使っているベルトランが金の瞳を眇めていた。

　普段はしっかりと纏めているくすんだ白金の髪をゆったりとほどき、偉そうに、いや実際偉いのだが、侍女頭に紅茶を入れてもらい、短い脚を大きく組み、豪奢な椅子に貧相な体を埋もれさせながら腰掛けていたのだった。
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「つまり、陛下とアンネさんの精神が入れ替わってしまったということでよろしいですか？」

　ルドルフの確認に、王の寝室にある横に長い豪奢なソファに腰掛けたアンネは小さくなりながらうんうんうんうんと何度も頷いた。

「どどどどどうしましょう？　どうしたらいいのでしょうかっ？　あああああ、わたし、私っ！　国王陛下になってしまうだなんて！　ああ、どうしようっ！」

　アンネはぎゅっと身を縮め、口元を手で覆った。その手がかすかに震えているのは自分でも気づいていた。

「アンネ、俺の体でそんな情けない態度をとるな。どうしようもこうしようも、入れ替わってしまった以上、元に戻るまでは、お前には俺のふりをしてもらうしかないだろう」

　ベルトランが隣で脚を組んで腰掛けている。

　普段ならば様になるが、何分アンネの体は小さい。ソファからずり落ちそうである。

　反感を買いそうだからそんな偉そうな態度をその体ではしないでほしいとは勿論、言えない。相手は国で一番偉い人だ。

「そ、そんな……！　できませんっ！　荷が重すぎますっ！」

　今叱られたばかりだというのに悲鳴を上げてしまった。当然、その声は野太い。

　向かい側に座っているマリーディアがにやついている。

　深刻な状況なのはわかっているのだけど、ごめんなさいね。と、口では謝罪しているもののふふふふふっと、止まらない様子だ。

　マリーディアは結構笑い上戸なのだ。

「やる前からできないと決めつけるな。俺とアンネの入れ替わりは、この場にいる人間以外には絶対に知られないよう最重要機密として隠さなければならない」

　ベルトランの言わんとしていることはわかるのだ。国王と一介の侍女の精神が入れ替わったなど王の権威に関わる大問題である。

　そう、理解はできるのだが、それでも顔を青くするアンネに対し、ベルトランは座り直し、ずいと顔を近づけてきた。

「決裁は俺とルドルフでする。アンネは人前で演技だけすればいいんだ。できるな？」

「そうですよ。ご心配なさらずとも、ちょうど式典が近いので大きな案件は抱えていません。まあ、式典があるので人前に出ていただかなくてはいけないのですが……」

　ルドルフが慰めようとして失敗し、目をそらした。

　すると今度は正面から笑いを収めたマリーディアが手を握ってきた。

「アンネ、あなたの混乱はわかるし、その上でこんなお願いごとまですることを申し訳なくも思っているわ。でも、私も一緒に支えるから頑張って頂戴。お願いよ」

　うるうると潤むマリーディアの瞳。アンネは自分の主人が嘘泣きが得意だということはよくよく理解していたが、それでも逆らえなかった。

「………………わかりました。その、元に戻るまでしばらくは頑張ります……」

　アンネは国の重鎮に囲まれ、頑張ると言わざるを得なかったのだ。

「ありがとう！　そうと決まれば、式典のためにまずは馬に乗れるようにならないとね！」

（やっぱり、嘘泣きだった！）

　ぱっと切り替えたマリーディアの笑顔にやっぱり騙されていたとアンネは目を手で覆ったが、ルドルフが更に言葉を重ねてきた。

「周辺国の高官を招待していますので、馬もですが、外交もしていただかないと困りますね。とりあえず絶対に顔を覚えておいていただかないといけない人物を後でまとめてお渡しします」

「がががががいこうっ！　それは無理ですっ！　そこまでは無理ですっ！　あの、え、そもそも、その前にこの体を陛下にお返しする方法を先にさがしませんか？」

　失敗したらどうなるのかと恐ろしく、アンネが慌てて立ち上がるとソファが揺れた。

「あっ、すみません」

　どうにもベルトランの大きな体に適応できない。

「とりあえず東に住む良き魔女に使いを送ろうと思うが、彼女が住んでいるのは、国の奥地だ。使いが行って帰ってくる間に式典が始まるだろうから、それは厳しいな」

「そんなぁ……」

　ベルトランの言葉にアンネはへなへなとソファに腰を下ろした。

　魔女とは、世界に数えるほどしかいない特別な力を持った女性のことだ。国には住んでいるが属しておらず、独自の理の中で生きている。

　東の良き魔女はとても美しく知恵があり、困った人間を分け隔てなく救ってくれるそうだ。ならば今すぐ助けて欲しい。

「ところでお二方、犯人を覚えていますか？」

　アンネの悲嘆を無視し、ルドルフが質問してきた。

「えっ、捕まっていないんですかっ？」

　朝の散歩はベルトランの日課だ。

　いつも少し離れたところにいるとはいえ近衛騎士もいたはずで、犯人が捕まっていないとは思ってもいなかった。

「ええ、恥ずかしながら逃げられました。近くにいた騎士曰く、まずアンネさんが慌てた様子で陛下に駆け寄ったのを見て、何ごとかと陛下のもとへ向かったときに、まばゆい光にさらされ、視界が戻ったころには、陛下がアンネさんを抱きしめて気を失っていらっしゃったそうです」

　アンネは驚きに目を見開いた。そうしてじわじわと恥ずかしくなってくる。

（え？　私、陛下に抱きしめられたの？　ああいやいや、お優しい陛下のことだもの。そりゃあ近くで侍女が倒れたら、助け起こそうとしてくださるわ）

「目くらましの魔法でも使っていたのかもしれませんね。魔術を使えないよう東の良き魔女が封じてくれているこの城で、ここまでのことをしてのけたのです、相当な手練れのはず。少しでも良いんです、何か覚えていらっしゃいませんか？」

「…………黒猫」

　ぽつり、とそんな言葉が漏れた。

「黒猫？」

「いえ、えっと光で目がくらむちょっと前に私が慌てていたのは、初めて見る猫を捕まえようとしたからなんです。野良にしてはお手入れもされている様子の可愛らしい黒猫だったのに、何故かすごく嫌な予感がして。いや、たまたま近くに居たんでしょう。関係ないですよね。すみません」

　馬鹿なことを言ったとアンネは頬を掻いた。

「いや、案外当たりかもしれないぞ。確かにあのときアンネが黒猫を追っていたのは俺も覚えている。どこかの魔法使いの使い魔かもしれないな」

　ベルトランがそう言うと、マリーディアが突然立ち上がった。

「ルドルフ！　私達がすることは決まったわね！」

「はい、マリーディア様。必ずや黒猫を捕まえてご覧にいれましょう。この不肖ルドルフ、城内の野良猫は全て把握しております。新顔がいればわかります！」

　ルドルフは隠しているつもりだが猫好きで、よく隠れて野良猫に餌をやっている姿を使用人たちに目撃されている。その真価が今試されるのだ。

　そうして、マリーディアとルドルフが部屋を勢いよく飛び出すと、侍女頭と侍医もそれぞれ今後の調整をするため出て行ってしまった。

　結果、アンネとベルトランの間に気まずい沈黙が流れた。

　アンネは気づいていた。ベルトランはアンネを気遣ってはくれているが、同時に激怒もしていることに。

　そりゃあアンネなんぞと入れ替わってしまったのだ、不服だろう。

「あ、そうだ！　陛下は酷い風邪をひいて声が出ないということにして、私がルドルフ様に耳打ちするふりで、代わりに会話してもらう作戦とかはいかがですか？」

　なんて良い考えだとアンネは心の中で自画自賛したが、ベルトランにあっさり却下された。

「駄目に決まっているだろう。一国の王がそれじゃあ格好がつかん」

「陛下はそのままでかっこいいです！　このアンネめが保証いたしますっ！」

　そう言うと、ベルトランがすいと目をそらした。これでベルトランは褒められると照れるのだ。

「…………そ、そうか。いや、そうじゃなくてだな、王は絶対に隙を見せるわけにはいかない。王が不甲斐ないと思われれば、国は簡単に攻め込まれるのだから」

　ベルトランが玉座についたばかりのころの話をしているのだということは、言われなくてもわかった。

　前王と前王妃が突然事故で亡くなり、当時まだ成人していなかったベルトランが急遽即位することとなった。

　そんな国内が混乱していた時期を狙われたのだろう。かねてから享楽的な王のせいで財政不安が囁かれていた隣国が突如、資源の豊かな土地を奪おうと侵略してきたのだ。

　ベルトラン自ら軍を率いて戦いに行ったことを、アンネも昨日のように覚えている。

　典雅で優美で荘厳だったこの城は、留守を任されたマリーディアの号令の元、兵を支える物資を作る工場や負傷兵の療養所へと様変わりし、アンネもまたベルトランの無事と勝利を祈りながら必死で携帯食料を作った。

　現在は、なんとか我が国が有利な形で停戦しているが、どんな地獄を見てきたのだろうか。帰ってきてからのベルトランは年齢相応にあったその甘さが一切抜けていた。

　おこがましくも近くに感じていて、親しかったはずのベルトランは、会話もできないほど尊い、敬うべき王になって帰ってきたのだ。

「浅慮でした。すみません」

　アンネは馬鹿なことを言ってしまったと頭を下げた。こんなに近くで話すのは久しぶりで、舞い上がってしまっていたかもしれない。

（ちゃんと侍女としての距離をとらないと。もう、あのころとは違うんだもの）

「アンネ、体を大事にしろ」

「勿論です！　陛下のお体をお預かりしているんです。何より大切に扱わせていただきます」

　アンネは決意を示すため胸に手を当てた。

　ベルトランは時間を見つけては、騎士に交じって訓練しており、今、手が触れている胸にもしっかりと筋肉がついている。

（ひょっとして、私よりも大きいんじゃ……。いや、私より大きいわ。認めるしかない……）

　貧乳のアンネは気づきたくない事実に気づいてしまった。

「そうじゃない」

　アンネが小首をかしげると、ベルトランは続きを口にした。

「庇ってくれたことに礼を言うべきなのはわかっているが、言いたくない。二度と俺を庇うな」

　アンネは首を横に振った。それは聞けない命令だ。

「……同じことがあれば、何度でも、何度でも、私は同じことをいたします。あなたは私の王なのですから」

「そうだな、アンネはそうだよな。わきまえた完璧な侍女だ」

　ベルトランが静かに笑った。そうだ、アンネは努力した。

　自分より少し年下のベルトランが弱みを欠片も見せずに頑張っているのだ。その姿を見てアンネもまた大人になるときが来たのだと悟った。

　それなのに、今のベルトランがどこか寂しそうで、なんと言って良いかわからず戸惑うと、強い瞳がアンネを捉えた。

　本来のアンネならば、発せられるはずのない強い意志のこもった瞳。

　ずっと見てきたからわかる。何かを決断したときの顔だ。

「アンネ一人に外交をさせるつもりはない。俺がそばにいるから安心してくれ」

　ぽんと、ベルトランが使っているアンネの手が、アンネが借りているベルトランの頭に乗った。

　端から見られることがあれば一発で処刑されても文句は言えないほどの不敬だ。

「陛下……。しかし、私は一介の侍女に過ぎません。そのお姿では外交時におそばにいていただくことは無理ではございませんか？」

「問題ない。アンネ、そこに跪いて手を出せ」

　ベルトランが床に人差し指を向けたので、アンネは戸惑った。

「え？　でも、陛下のお体でそんなこと」

「体の持ち主の俺がいいと言っているんだ。跪け」

「うう、はい」

　なにか画期的な作戦があるのだろうとアンネは片膝を立てて跪いた。流石に両膝で跪く勇気はなかったのだ。

　その間にも、ベルトランが書き物をするためだろうか、意匠が細やかで美しい木の机に付いた小さな引き出しの奥に手を入れ、出してきた小箱をアンネの手の上に乗せた。

「陛下、これは一体何でしょうか？」

「アンネ、俺がこれから言うことを一語一句違わずに繰り返せ。そうすればアンネのそばで俺が守ってやれる」

「畏まりました」

　アンネは顔を引き締めた。きっとものすごく重要なことなのだ。

「アンネ、お前がこたびに私を庇ったこと礼を言う」

「アンネ、お前がこたびに私を庇ったこと礼を言う。……ありがとうございます」

　アンネがつい返事をしてしまった間にもベルトランは言葉を続けた。

「その勇気と功績を認め、王家が接収していたお前の亡き父の領地と爵位を返還する。今日からお前はアンネ改めアンネメリア・シュバルツ女伯爵となる」

「えっ？　あ、そ、その勇気と功績を認め、王家が、接収していた……お前の亡き父の領地と爵位を返還する？　きょ、今日からお前はアンネ改めあ、アンネメリア・シュバルツ女伯爵となる……っ！」

　アンネは涙が出そうになったが、なんとか堪えた。

　アンネメリア・シュバルツ。それはアンネの元の名前だ。

　父が亡くなったとき、唯一直系の娘だったアンネは爵位が継げなかった。

　この国は男子の相続しか認めていないこと、当時はアンネがまだ成人しておらず婿取りの結婚もできなかったこと、そのうえ、元々親族がいなかったことなど、不幸が重なったのだ。

　だから、アンネメリア・シュバルツはただのアンネに改名し、貴族籍から抜けるしかなかった。

　それでも、幼いころに亡くした母と親しくしていた前王妃がアンネをことのほか不憫がってくれ、同じ年の娘の侍女兼遊び相手として引き取ってくれたために今がある。

　後ろ盾となっていた前王妃亡き今でも、王女付きとして城の侍女たちが皆憧れる花形で働かせてもらっているだけで十分だった。それなのに、あまりの厚遇に驚愕しつつも、アンネの頭の端には冷静な部分があり、今更領地経営などうまくできるわけがないのではとも思った。

　そもそも、これまで認められてこなかったのに、いきなり女性に爵位を持たせるというのは方々から批判が殺到するのではないかとも思う。

「あの、陛下、私なんかに領地を任せていただくのはちょっと難しいかと……その領民のためにも」

　お考え直しくださいとは言わせてもらえなかった。

「そこは問題ない。それと二度と自分を卑下するな」

「はい」

　さて続きを言うから必ず復唱しろ、とベルトランが仕切り直したのでアンネは頷いた。

「アンネメリア・シュバルツ女伯爵。どうか私の妻になってください」

「アンネメリア・シュバルツ女伯爵。どうか私の妻になってくださ……って、ええええええええ！」

　驚くアンネに、アンネの顔をしたベルトランがにっこりと笑い、大きな手の上に乗せたままにしていた小箱を開けた。

　そうして、そこに入っていた指輪を取り出し、アンネの手でアンネの指にはめた。

　全体的に発育の悪いアンネの指には指輪は少し大きく、簡単に嵌まってしまった、すぽっと。

　ああ、覚えている。国宝級の一品、これは王妃が代々つけている指輪だ。以前は、前王妃の指でキラキラ輝いていた、それ。

「はい、喜んで」

　指輪をはめた手を見せつけながら、指輪と同じくキラキラした笑顔を浮かべるベルトランにアンネは悲鳴を上げた。

「ななななななな！　何を仰ってるんですか？　え、ええ？　私が王妃にっ？　無理です、無理です、無理ですぅぅぅぅぅ！」

　叫んでいる間に、膝をついたままのアンネにベルトランが抱きついてきた。もちろんベルトランの体はアンネの体重ごときではびくともしない。

　そうして耳元で囁かれる。

「これでアンネは今日から王の婚約者だ。そうだな……婚約者を溺愛している王は片時も離したくないと常に膝の上に乗せていることにしようか。そうすればアンネが返答に困ったときに耳打ちしてやれるからな」

「そ、そんなっ、それは恥ずかしすぎますっ！」

　なるほど王妃の直轄地ならば、領地は王家の所有のままで、領民の生活も変わらない。爵位だって王妃の肩書きの内の一つに過ぎなくなるため、この国で初めての女性の爵位継承にも反発は出にくくなるだろう。

　どこか冷静な自分が頭の端でそう分析していた。確かにこれで問題ない、問題ないのだが……そういう問題じゃない。

「まあ、それは流石に冗談だが……。アンネ、俺の可愛い婚約者殿」

　ベルトランに顎をくいと持ち上げられ、見つめ合う。

「あ、あの……」

　どうしたらいいかわからず、わちゃわちゃするアンネにベルトランが顔を近づけてきた。

「目を閉じろ」

「え？」

「婚約者なんだ、キスくらい」

　させろ、と言われようとしていたのだろうか。

　優雅でありながら素早い足音が聞こえてきて、眉をひそめたベルトランは軽く舌打ちした後、アンネから離れたのでとりあえず立ち上がる。

（うう、人の顔でそんな物騒な表情しないでください……）

　アンネが願いを口に出す間もなく扉がルドルフによって恭しく開かれた。

「ベルトラン！　黒猫ちゃんを捕まえたわよっ！」

　マリーディアがその豊満な胸の間に黒猫を押し付けながら王の寝室に舞い戻ってきたのだ。

「早かったな」

「ルドルフが厨房で貰った干物を庭にまいたらすぐ見つかったわ！」

　アンネはルドルフが猫まみれになりながら干物をまいている姿を想像し、侍女の間でルドルフ様ご乱心などという噂にならないかちょっと心配になった。

「姉上、その猫が犯人と関わりがあるのならば、危ないから無防備に抱かないでくれ」

「でも、ゴロゴロ言っていて可愛いわよ。アンネ、この子で間違いないかしら」

　確かに猫はマリーディアの胸に抱かれ幸せそうだ。人なつっこいのかもしれない。

　因みにルドルフは猫を血走った目で見ている。ルドルフは猫好きだが、マリーディアの方がもっと好きなのだ。

「すみません、はっきりと見たわけではないので、似ている気もしますが、人違いならぬ猫違いの可能性も……」

　あのときのような切羽詰まった胸騒ぎはまったく感じない。

「にゃーん」

　猫がただの猫ですよとばかりに可愛らしく鳴いた。

（ちょっとわざとらしいかも？　いや、うーん、それにしても……）

「かわいいーーー」

　高く野太い声が出てしまったが、可愛いものは可愛い。

　アンネが思わず相貌を崩すと、ベルトランが猫の首根っこをむんずと掴んでマリーディアから引き剥がし、ルドルフが心得た様子で窓を開けた。

　王の寝室だ。部屋は勿論、高いところにある。落ちればいくら猫でも助からない。

「え？　陛下、待ってください」

「やめなさい、ベルトランっ！」

「やっちゃってください陛下！」

　可愛い猫ちゃんに何をする気だと慌てるアンネとマリーディアに対し、ルドルフは応援している。

「お前の正体を言え、さもなくば落とす」

　ベルトランはずっとその体を使ってきた自分でも、そんな表情をしたことがないだろうというほど冷たい目をして黒猫を脅した。

「にゃーーーーー！！！！！！」

　首根っこを掴まれた猫が窓の外で、ぷらーんと浮いたあと、焦ったように足をバタバタさせている。

「待って、待ってください陛下、猫違いかも！　猫違いかもしれませんからっ！」

「そうよ、待ちなさいベルトラン！」

　アンネとマリーディアは必死で言いつのった。

　可愛いだけの罪のない猫に、えん罪をふっかけてしまったかもしれないと思うとアンネは気が気でなかった。

　しかし、ベルトランはまったく気にした様子はなく、それどころか非道に宣言した。

「五を数える前に正体を明かさなければ落とす。五…………四……三二一」

『待つにゃ！　待つにゃ！　にゃんで間隔を短くするにゃっ！』

　私の体でそんなあくどいことをしないでくれと、ベルトランを止めようと両手を浮かせていたアンネは頭に声が響いた気がして意味がわからずあたりを見渡した。

「しゃ、喋りました、よね？」

「あらあらあら、喋ったわね」

　となりで同じく両手を上げて焦っていたはずのマリーディアが頬に手を添えている。

　その間にベルトランが黒猫を室内に戻し、ルドルフが窓を閉めた。

　だが、首根っこをつかんだままである。

　この黒猫が犯ニャンであることは間違いなさそうだ。

「さて、これがどういうことか説明してもらおうか」

『いやにゃ。お前みたいな乱暴な人間、嫌いにゃ』

　猫がツーンとそっぽを向いた。すると、ベルトランがルドルフに顔を向けた。

「窓を開けろ」

「畏まりました」

『嫌にゃー、待つにゃ！』

　バタバタと黒猫が手足を動かすも首根っこは掴まれたままで、どうにもならない。

『やめるにゃ、この人間風情がっ！』

　すると突然、黒猫が大型犬より更に大きくなり、その自重でベルトランの手から逃れ床に降りた。

「きゃっ！」

　あまりのことに驚いてアンネが野太い声で悲鳴を上げると、黒猫がニヤリと笑った。

『いいか人間ども。我がにゃを聞いて恐れおののくがいいっ。我がにゃはノーヴァ・ワンダリング・ルフトシュピーゲ三世！　人間どもよ、ひれ伏せっ！』

　ドヤァァァァと黒猫がどや顔している。

　まったく知らない名であるため、アンネたちは恐れおののけず、シンと室内が静かになった。

（三世って言うことは一世と二世もいるのかしら……？）

　アンネは小首を傾げた。

　もはや、黒猫がしゃべって突然大きくなった現状についていけず、どちらかというと今は絶対にどうでもいい疑問の方に気がそれてしまっている。

「知らん名だな。よし、とりあえず拷問するか」

　ベルトランがそう言った瞬間、黒猫が体を弓なりにし、全身の毛を逆立てながら激しく威嚇した。

『拷問？　このにゃーを拷問するとにゃ？　笑わせるにゃ！　人間ごときが思い上がるにゃよ！』

　アンネは思わず身構えたが、アンネの体を使っているベルトランはいつものように泰然としている。

　と思った、そのとき！

　いきなり黒猫に上から飛び乗り、首筋に鋭い一撃をお見舞いし、首に腕を回して絞め始めた。

『ウにゃー！』

「……やはりアンネの体では軽くて一発では仕留められないか」

『うにゃー、くっ苦しいにゃ、何するにゃー』

　物騒なことを言うベルトランの下で黒猫は一生懸命体をばたばたさせるが、肘で首を絞められて逃げられそうにない。

　端から見るとアンネは可愛い動物をいじめる最低の奴である。勘弁して欲しい。

『苦しいにゃ。離すにゃ！』

「弱いな、お前。せめてもうちょっと手応えがあると思ってたぞ」

『失礼にゃ。にゃーは強いにゃっ。ただ優しいご主人様との誓約で人間を傷つけられないだけ……あ！』

　ぽろり、と黒猫がいらないことを言ってしまったようだ。

「なるほどな。そうか、お前、人間を傷つけられないのか」

　くくくっと笑うベルトランを黒猫が怯えて潤んだ目で見つめている。

「ベルトラン、離しておあげなさい。さあ、猫ちゃん、私の膝においで」

　いつの間にかソファに腰かけていたマリーディアがにっこり笑い、自分の膝を叩いた。

　アンネは気づいた。

　マリーディアはこの黒猫を懐柔するつもりなのだ、と。社交的な彼女は人心掌握に長けている。猫心もきっとお手の物だろう。

　姉の命令に逆らわずに、ベルトランが手を離した瞬間、黒猫はマリーディアに駆け寄った。

『や、やさしいにゃ。アイツとは大違いにゃ』

「うふふ、かわいいわね、ノーヴァ・ワンダリング・ルフトシュピーゲ三世ちゃん」

　この長い名前を一度で覚えるとは流石、マリーディアである。

『お姉さんは特別にノワールと呼んでいいにゃ』

　ノワールと名乗った黒猫は簡単にマリーディアの膝に大きな頭を乗せ、甘えだした。

　アンネはちょっと黒猫が心配になった。あまりにもチョロすぎる。

「まあ、ノワールちゃんというあだ名なのね。とっても可愛いわ。私はマリーディア。ノワールちゃんも特別にマリーって呼んでいいわよ」

　なでなでわしゃわしゃなでなで、美人に撫でられて黒猫はすっかりご満悦だった。隣にいるルドルフは嫉妬のあまり目をむいて噛みすぎた唇から血を流しているが。

『そう、にゃーはかわいいのにゃ。ご主人様はにゃーがこの世で一番可愛い猫だといつも言ってくれるにゃ』

「素敵なご主人様なのね。ご主人様はどこのどなたなの？　是非ノワールちゃんの可愛らしさを語り合うためにお友達になりたいわ」

『ふふん、ご主人様はとっても偉い東の魔女にゃ！　どうだ、すごいにゃ？』

　アンネは言葉を失った。東の魔女こそが、今回の入れ替わりを元に戻してもらうために頼ろうとしていた相手だからだ。

「…………そう。今はどこにいらっしゃるの？」

　マリーディアが声音を低くした。

『……捕まってるにゃ』

　ノワールがしゅーんと落ち込み、うるうると瞳をぬらしたので、アンネは可哀想になり胸の前で両手を組んだ。

　わかっている、この黒猫が全ての元凶である。しかし、可愛いは正義なのだ。

『魔女様のところに悪い奴らが来て、ひなたぼっこしていたにゃーを猫質にして言うことを聞けと脅したのにゃ』

「そうだったの」

　可哀想にと優しく言いながら背を撫でるマリーディアにノワールは再び口を開いた。

『勿論、やられっぱなしのにゃーじゃない。ちゃんと隙を突いて逃げたにゃ。……でも、今度は魔女様が捕まってしまったにゃ。魔女様はにゃーと同じく人間を傷つける魔法は使えにゃいせいで反撃できなかったにゃ。それで、奴らに魔女様に手出しをして欲しくなければ言うことを聞けと今度はにゃーが脅されたのにゃ』

　ノワールの言葉に、はーーーと、ルドルフがため息を吐いた。

「なるほどこの城の魔術封じは東の良き魔女が施してくれたものです。その魔女の使い魔ならば同母魔法として結界にはじかれずに使えてもおかしくないと言えます。なので、ひとまずはこの話を信じてもいいでしょう」

　ベルトランもまた深いため息を吐いて額を指で押さえた。

「それで、何故俺とアンネを入れ替えた」

『こいつとは怖いから話さないにゃ』

　ベルトランがぷいとそっぽを向いたノワールの拒絶に青筋を立てると、マリーディアがどうして入れ替えたの？　と、優しく聞き直した。

『そこの娘は勝手に巻き込まれにきただけにゃ。にゃーの狙いはお前だけにゃ』

「それで、俺と誰を入れ替えるつもりだったんだ？」

『勿論、このにゃーにゃ！』

　アンネはその瞬間、にゃーにゃー言っているベルトランを想像してしまった。まったくもってそれどころではないのだが、それでも想像してしまっていた。

　現実逃避以外できることがないのだ。

「入れ替わって何をするつもりだった？」

　ベルトランの詰問にノワールは可愛らしく空中を見て考え、何か思い出したように大きく頷いた。

『にゃーは、ちゃんと覚えているにゃ！　かんぜい？　の引き下げと、コッキョウとやらにちゅうざい？　している兵士を減らすこと、あとはぜいきん？　の引き上げにゃ！』

　ノワールが小さな前足を自分の胸に当てて、ちゃんと全部覚えていてすごいだろうとふんぞり返った。

「お前！　それがどれほど恐ろしいことかわかっているのか！　物理的でなくとも人死にが出るところだったぞ！」

『にゃーは人間なんてどうでもいいにゃ。魔女様さえ取り戻せたらそれだけでいいにゃ』

　激怒するベルトランに対し、ノワールはどこ吹く風だ。王の怒りを買ったのに怯えもしない。

　人間とは異なる価値基準を持っているため、自分と魔女の命が脅かされそうにない限りは余裕なのだろう。ノワールは後ろ足で耳を掻いている。

　そうだ、この黒猫は、魔女の使い魔なのだ。人とは価値観が絶対的に違う。

「今すぐ二人を元に戻してくれる？　そうすれば東の魔女様を助けるために騎士団を出すと約束するわ」

　マリーディアの優しい問いかけにしかし、ノワールは簡単に首を横に振った。

『それはできにゃいにゃ。魔法は魔女様にしか解けないにゃ。にゃーはかける専門にゃ』

　なんてはた迷惑な猫なのだろうか。

「その話、嘘じゃないだろうな？」

『にゃーは魔女様との誓約で人間は傷つけられないし、嘘もつけないにゃ』

「もう一度、陛下とアンネさんに同じ魔法をかければ元通りになるのでは？」

　ルドルフの提案にノワールはうんうんと頷いた。

『そうしてほしければ、にゃーは別にかまわないにゃ』

「待て、つまりかまう人間がいるということか？」

　特殊すぎる状況に頭が回らないアンネとは違い、ベルトランは冷静に返事をした。

『入れ替わり魔法で今のお前たちの魂は体から伸び出て、くるりと入れ替わって固定されている状態にゃ。元には戻せないから更に入れ替えるしかにゃいが、一度固定している魂を上から更に固定しても、固定しきれずすぐに戻るにゃ。ほれ、やってやるにゃ、入れ替われ！』

　その瞬間、あのときのように目の前がピカピカと光った。そうして、床に突いている自分の小さな手が映った。いつの間にか、倒れていたのだ。

　昔、まだ父が生きていたころ、馬車で悪い道を通ったときのように、すさまじい吐き気がしたが、なんとか堪えた。

　顔を上げると、ベルトランもまた気分が悪いのだろう、椅子の背を掴んで立っていた。

　次にアンネが目を閉じたとき、まぶたの裏がチカチカし、再び目を開けると元の入れ替わった状態に戻っていた。一気に体が楽になる。

「……どうやら、魔女を助けるほかに選択肢はなさそうだな。いいだろう、東の魔女はどこに閉じ込められている？」

　アンネの体に戻ったベルトランが腕を組んでノワールを睥睨へいげいした。

『おっっっきいお屋敷にゃ！　ピッカピカでギラギラしてたにゃ！』

　おっきいお屋敷、この国にいくつあるだろうか。国外の可能性も考えるともはや特定は不可能だ。

　アンネはしゃがんでノワールと目を合わせた。

「何か聞いたり見たり覚えていることを全部教えてくれないかな？　たとえば敵の親玉っぽい人が親分って呼ばれていたとかでもいいんだけど……」

『うーん、あ、大使って呼ばれてたにゃ！』

　自分がひゅっと息を呑んだ大きな音が部屋に響き、いつの間にか震えていた手をぎゅっと握り込んだ。

　ほかの三人は予想していたのだろう。やはりかという顔をしている。

「国境の兵士あたりで嫌な予感はしていましたが、これは由々しき事態ですね」

「まったく次から次へと嫌になる」

　ベルトランが疲れた顔をすると、ルドルフが一歩前に出た。

「いかかでしょうか、一先ずここは陛下と私が政策で対立し、陛下が思うように政治を行うことができないと噂を流してみませんか？」

「ほう？」

　ベルトランがアンネの眉とは思えないほど器用に片方を上げた。

「そんなの危険だわ、駄目よルドルフ！」

　マリーディアのその言葉でアンネはやっとルドルフが自分を囮にしようとしていることに気づいた。

　ノワールの証言だけでは隣国に抗議すらできないので、自分を襲わせて、敵に尻尾を出させるつもりなのだ、と。

　敵がベルトランとノワールの入れ替わりに成功したと考えているのならば、政策に反対するルドルフが邪魔になるだろう。そうなれば敵はルドルフを陥れようと動くかもしれない。

　ルドルフがマリーディアの側で片膝をついた。

「この国の、そしてあなたの……いえ、あなた方王族の安全のためならこの身など」

　王族は現在、マリーディアとベルトランしかいないのだが、勿論、ルドルフが何よりも守りたいのはマリーディアである。

　何故、あなたの安全を守りたいと言わないのか、この腰抜けめ、という目でベルトランがルドルフを見ている。まったく同意である。

「ルドルフ……」

　見つめ合う運命の二人の間にベルトランが手を差し込んだ。

「姉上。王族が増えるぞ。アンネは俺の婚約者になった」

「あ、はい。その方がおそばでご指示を受けられますので。短い間になりますがどうぞよろしくお願いします」

　囁やき婚約者、というやつである。ありがたい。

「期間限定にした覚えはないのだがな」

　ベルトランがぼそりと呟いたがアンネにはよく聞こえなかった。

　マリーディアがきゃーーーーーと、膝に乗せていたノワールがぴょーんと飛び出すほど叫んで立ち上がったからだ。

「まあっ、まあっ、ついになのね！　ああ、こうしちゃいられないわ！　アンネに似合う式典用のドレスを作らなきゃ！　あ、夜会用のドレスもいるわね！　それに髪飾りも！　アクセサリーもいるわ！　ああ、忙しくなるわっ！」

「姉上、勝手に決めるな。着るのは俺なんだ。最終決定権は俺にあるからなー」

　そうして貴人とは思えない速さで駆け出したマリーディアの背中にベルトランが声を投げたが聞いちゃいない。

　そもそも何故、自分の体に着せるドレスの決定権が自分にないのかなどと反駁してはいけない。

　普段からアンネをはじめ侍女の髪型や化粧を考えるのはマリーディアの趣味でもあり、いつものことである。

「まあいい。そういうわけだからアンネを俺の婚約者として発表する。ルドルフ、手配を頼む」

「はい、すぐに。って、逃がすかぁっ！」

　愛しのマリーディアの見ていない場所ではノワールに容赦するつもりはないらしいルドルフが、抜き足差し足で逃げようとしたノワールの首根っこを、文官とは思えない速さで掴もうとしたが、すかった。

　ノワールが急に小さくなったからだ。手のひらほどの大きさに。

（流石、魔女の使い魔、大きくなったり、小さくなったりできるんだ）

　もう現状についていけなさすぎてただただアンネは感心した。

『うにゃあ！』

　ドスっと、ベルトランが足でノワールを踏んだ。しかも、ぐりぐりまでしている。

「陛下っ！」

（私の体で、そんなご無体なことをなさらないで！）

　アンネはマリーディアの地味な侍女が猫に暴行を加えている様を誰かに見られでもしたらと、ほかに誰もいないのをわかっているのに周囲を見渡した。

　しかし、当のベルトランは気にした様子はなく、アンネに向き直った。ただし、ノワールを踏んだまま。

　だから、アンネもベルトランを正面から見た。ただし、手を宙に彷徨わせたまま。

　自分を見るというのは鏡とはまた違った感覚がする。

「さて、アンネ。お前には直ちに俺の体に慣れてもらう必要があるが……、今日はもう休んでいい」

「あ、はい、いいんですか？」

「流石に疲れただろう。俺はこの猫と話があるから、アンネは俺の寝室を使うように。侍女頭が整えてくれているはずだ」

「ありがとうございます」

　このままベルトランのふりをするための指導が始まると思っていたアンネはいささか拍子抜けしたが、確かに疲れていたのでありがたく休ませてもらうことにし、下がらせてもらったのだった。












「さてと」

　ベルトランはアンネが去って行ったのを確認してから、口を開いた。

　踏んでいた黒猫をがしりと握りしめ、眼前に持ってくる。

「ノーヴァ・ワンダリング・ルフトシュピーゲ三世」

『なんにゃ、この世界に数名いる人間の王の一人』

　己の権威が通じない相手にベルトランはそれでも威圧的に接した。アンネや姉は、同情的だったが、そもそもこの黒猫がすべての元凶である。

　普通に助けを求めてくれば良かったものを。

（油断はできないな……）

「魔女を捕らえた敵の正体は大体察しが付く」

　隣国の大使、ドローデ公爵だろう。そしてその裏にいるのは隣国の王だ。奴らは常に領土拡大のため、戦争を戦争を再開する機会を狙っている。足下で苦しむ国民を見捨てながら。

『わかっているなら早く助けに行くにゃ！　そうすれば、お前達も早く元に戻れるにゃ』

「それは無理だな。人間にも都合というものがある。大使館は治外法権だ。下手なことをすれば戦争を引き起こすことになるからな」

　そうなれば再び国が荒れることになる。慎重に時期を見なければならない。

「幸い、件の大使館には入り込む機会はある」

　隣国のなんだったかの記念日に我が国に駐在する各国の大使を集め、大使館で盛大に祝う舞踏会に招待されていた。

「決戦はその日だ。それまでに入念な準備を行うから、お前は大人しくしていろ」

「それなら、魔女様を助けるとにゃーと誓約魔法を結ぶにゃ」

　誓約魔法、それは絶対に破れない誓いのことだ。破ったが最後、命を持ってあがなわなければならないほどの絶対的な誓い。

「断る。そもそも魔女はまだ生きているのか？」

　誓約魔法だなんて制限の多い呪いのような物だ。魔女が死んでいれば解けないし、こちらに利益は何もないのだから、結ぶ必要はない。

「生きてるにゃ！　にゃーがこうやって話しているのがその証拠にゃ。にゃーは魔女様が儚くなってしまえばただの猫に戻るにゃ！」

　主人の生死を問うたことに怒った黒猫がシャーと牙をむいた。

「体を元に戻す方法はほかにあるのか？」

「あるにゃ。だが、教えないにゃ。にゃーは嘘はつけないが、黙ることはできるにゃ」

　ふふん、と口角を上げた黒猫にベルトランは長期戦を覚悟したのだった。












「アンネさん、それで、どうなりましたか？」

　王の寝室に入ると、その立場からシーツを替えるのは久しぶりだろうに、侍女頭がピシッとベッドを整えていた。皺一つない、流石である。

　入れ替わりをごまかすため、表向きアンネはベルトランの普段と変わらない生活をする必要があり、命じられるがまま分不相応にも王の寝室を使うことになった。

　上司が整えてくれたベッドを部下の自分が乱すのは忍びない。アンネは寝相が悪いのだ。

　いや、ベルトランの体だから大丈夫かもしれない。逆にアンネの体を使っているベルトランが朝に戸惑うことになるかもしれないが。

「えっと、私はこれからしばらく陛下のふりをすることになって、私、あ、いえ、陛下、いえ、私の体？　は、陛下の婚約者になりました」

「そうですか、畏まりました」

　侍女頭が突然、アンネの前で跪いた。

「え、あ、侍女頭様？」

　突然の上司の行動にアンネは慌てた。

「ご婚約おめでとうございます、アンネ様。わたくしがおそばでお支えさせていただくことお許しくださいますでしょうか？」

「もちろんです、もちろんです。頭を上げてください。こちらこそよろしくお願いします！」

　アンネは慌てて侍女頭と目線を合わせるために跪こうとした。

「陛下のお体でそのようなことをしてはなりません！」

　ピシャリと叱られ、アンネは中腰で止まった。

「……すみません」

「それではわたくしは今後の調整をいたしますので、これにて失礼しようと思うのですが問題ございませんか？」

「あります。侍医の先生を呼んで欲しいです……」

　アンネは恥ずかしくて死にそうになりながら頼んだ。

　実は、尿意が限界に近いが、排尿の仕方がわからないのだった。












「それにしても大きなベッドだわ」

　ベルトランの大きな四肢を伸ばしてもまだゆとりがある。アンネはなんとか寝仕度を済ませベッドに横たわっていた。

「あ、だめね。いや、だめだ」

　アンネは、女言葉を使ってしまったことに気づき口を手で押さえた。

　その手まで思っていたよりもずっと大きかったことに更に気づいて、その上、その仕草もしてはいけなかったことにまで気づいた。

（む、難しい。もう仕方がないから、明日の私に頑張ってもらって今日の私はもう寝るってことにしましょう。あーあ、明日になったら元に戻ってないかな？）

　持ち主がいないとはいえ、他人の、ましてやベルトランの寝室で寝るのはなんだかドキドキするが、この体を睡眠不足にするわけにはいかないと横になって目を閉じたときだった。

　ガチャリと扉が開く音がした。王妃の寝室に繋がっている扉だ。

「へ？」

（誰？　もしかして、もしかしなくても暗殺者？　え？　どうしよう、どうしよう！）

　慌てて布団を頭に被り、ベッド脇に置かれたベルを鳴らそうと手を伸ばしたときだった。

「何をしている」

「……あ、へいか」

　布団から顔を出すと薄手のガウンを羽織った己の体が目に入ってきた。

「こんな夜中に未婚の女性の寝室を訪ねたんです。怖がられて当然でしょう」

　ゴツゴツした体格の大きな男の体ではあるが、魂だけは淑女のつもりだ。

「王はこんなことで怖がってはいけない、だろう？　そもそも、これは婚約者が愛しい王の寝所へ夜に忍んで来ただけだ」

　そう言ってベルトランがちょこんと大きなベッドに腰掛けた。

「全くもう、そんな屁理屈を仰って。それで、なんの御用ですか？」

　今から特訓は嫌だなぁと、アンネは寝ぼけ眼をこすった。

「だから、婚約者が愛しい王の寝所へ夜に忍んで来たのだと言っているだろう？」

「へ？」

　ベルトランはそう言うと、ベッドに上がり、真っ白なガウンをパサリと脱ぎ捨てた。

「なっ！　何故そのような破廉恥な格好を！　そもそも、ご自分で着替えたんですかっ！」

　ベルトランはアンネの体で、胸元にレースがたっぷりと使われているが、そのほかは透けて見えてしまう、とてもあれな仕様の透け透けのネグリジェを着ているうえ、見せつけるように髪をゆっくりと横にはらった。

「着替えたどころか排泄もしたし、風呂ではこの体を隅々までじっくりしっかり洗ってやった。だがそれはアンネもだろう？」

「私はなるべく見ないように気を使いましたし、夜着だって普通のものを着ております！」

　全部目を閉じてこなしたとはいえ、男性の体での排尿は新しい体験だった。

「ほう、この破廉恥なネグリジェはアンネの部屋から運ばせた物の中に入っていたんだがな」

　ベルトランにドンと体を押され、ベッドに沈んだ。

　押してきた手の力はアンネの体が出せるものでしかなく、鍛えられた男の体はびくともしないはずなのに、ベルトランが怒っているように感じ、気圧された。

「へ、陛下？」

「これは誰に見せるために買った？　もうそいつには見せたのか？　悪い虫がつかないよう見守っていたつもりだったがいつの間にだ？」

「…………誰って、私が私のために買ったものですよ。一目惚れだったんです！　別にいいじゃないですか！　貧乳なので似合わないのは自分でもわかってますけど、誰に見せるものでもないですし！」

　アンネは唇を結んだ。おおよそベルトランの顔でするには相応しくない仕草であるが、いっそ逆に可愛いのではとも思う。

　大体、寝るときくらい、自分が可愛いと思えるものを着て何が悪いというのだ。

「…………誰かに見せたことはないと？」

「当たり前じゃないですか！　わかったなら早くガウンを羽織ってください。どうしてこんな恥ずかしい思いをさせるんですか、酷いです！」

　ぷんぷんとむくれつつ、ガウンを拾いに行きたいのに覆いかぶさってきたベルトランが退いてくれない。

　別にちょっと力を入れればアンネの体など簡単に退けられるはずだが、ベルトランの体では力の加減がわからず、痛い思いをさせるかもしれないと思うとそれもできない。

「勘違いして悪かった。それならいいんだ。よく似合っている」

「そ、そんな取ってつけたようなお世辞は結構です」

　今まで怒っていたくせに何を言うのだとアンネは唇をとがらせた。

（私ったら何て不敬なことを……）

　アンネは入れ替わってからついついベルトランに対して、以前の、彼がまだ王になる前のころのように気安く接してしまっていることに気づき、そっと唇を元に戻した。

「本気でそう思ったからこそ、アンネが誰かのものになったのかと考えたんだがな」

「誰かのものって……。そりゃあ、良い人がいればいずれは結婚したいとは思っておりますが、私は一生、陛下と王女様にお仕えする所存ですよ」

　喉で笑っていたはずのベルトランが、再び不機嫌そうに眉をひそめた。

「……アンネは俺を怒らせるのが上手だな。今日、誰と婚約したと思っている？」

「便宜上、ですから」

　いつまで継続することになるかわからないが、勿論、問題が片付くまでは結婚など考えず大人しくする所存だ。

「え？」

　気づけば、唇が重なっていた。鏡でしか見たことがないはずの自分の顔が間近にある。

（なななな、なにごと？）

　驚きで開けっ放しになっている口に舌が入って来てゆっくりと口内を舐められる。

　だが、口の奥までは入ってこない。自分の舌はこんなにも小さかったのか。

「ん、ん？」

　頭の一部は冷静なまま混乱していると、ベルトランがのしかかってきて、隙間がないほどに体を密着させてくる。

　小さな胸と鍛えられた胸筋のある硬い胸が当たり、絡められていた舌がゆっくりと離れた。

「ひゃっ！」

　そうして、あろうことかベルトランは体を合わせたまま下がっていってしまう。

　アンネが見ないように気を遣っていた、服の下でしっかりと勃ち上がってしまった男性の象徴が、象徴のない開かれた小さな脚の間に当たった。

「きゃっ！」

　喉から野太い悲鳴が漏れた。出てはいけない声である。

「おや、王がこの程度で興奮してはいけないな。女の体を使った罠を仕掛けられることもあるんだ。アンネには気をつけてもらわねば」

　今はベルトランが使用している小さな手のひらが、撫でるように大きなそれに触れてきて、酷くむずむずする。

　掻痒そうよう感とはまた違う。どちらかというともっと強く触れて欲しい気がする。

「いや、あの、え？　これは、私の意思では……」

　赤くなっている顔を両手で隠した。ベルトランを押しのけることなどできないからだ。

「ほう、アンネは俺の体に堪え性がないと言いたいのか？」

　ニヤリと笑いながらベルトランに質問されアンネは答えに困った。

「いえ、そういうわけでは……」

　恥ずかしくて耳まで赤くなっている気がする。その耳にベルトランが囁いてきた。耳を舐めながら。

「ひゃっ！」

「どうすればその熱を鎮められるか、わかるか？」

　アンネは頷いた。何度も何度も。

「お、落ち着けばなんとかなるかと！」

　熱の鎮め方とやらはわからないが、これ以上、この行為をしてはいけない気がして、アンネはわかったふりをした。

「その状態からの我慢は体に毒だ。それなのにアンネは俺の体に我慢を強いるのか」

「そ、そんな……ひゃっ！」

　ベルトランが使っているアンネの小さな手が今度は服の下へと潜り込んできた。

「やっ！」

　直接、手が触れてくる。異性と手すら繋いだことのないアンネの手が、男の証に触れているのだ。

「ふふ、口づけだけでここまで硬くして先走りまでだしていたのか？」

「それは……ああ、おやめくださっ」

　すりすり、すりすり、とゆっくりと擦られ、そうしてなで回される。

　どことなく先程よりも大きくなっていっている気がするのは気のせいだろうか。

「顔を隠すな」

「へ、陛下。どうか、これ以上のご無体はお止めくださいっ」

「何故？　出さないと体に悪いと言っているだろう」
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　命令通り顔を隠すのを止めたアンネに対し、不思議でもないことをコテンと首を傾げ可愛らしく質問してくるベルトラン相手に、ふるふると首を横に振った。

「じ、自分で、やりますからっ」

「ほう、自分で？　いいだろう」

　ぱっと手が離れたが、ベルトランは口角を片側だけ上げながら、上に乗ったままだ。

「あの、浴室に行って参りますので……」

　退いてくれ、という意味で言っており、そのことを理解していないわけがないのに、退いてくれない。

「やり方、わかるのか？」

「………………大丈夫なので、多分、本当に」

　正直全くわからなかったが、とりあえず、この勃ち上がったモノを鎮めれば良いと言うことだけは理解していた。

　ベルトランがしてくれたようになで続ければなんとかなるのではと考えたのだ。

「ふむ、語尾が不安そうだな。よし、監督してやるからやってみろ」

「い、いえ、一人でしますので……」

　ベルトランが器用に片眉を上げた。その仕草はどこか、いたずらっぽい。

「俺の助けはいらないと？　今後一切？」

「え、ええ？　今後一切って、その、この陛下のとんでもないご無体のことですよね？」

　そう言うと、ベルトランが顔を近づけてきた。

「すべてだ。これの助けはいらないけれど、あれは助けてというのはわがままが過ぎるだろう？」

　これ、は今のこの行為のことで、あれ、は国王の演技をするにあたっての手助けだと言われているのだ。

「そんな……」

「さあ、アンネ。わかったのなら自分でやりなさい。見守っておいてやるから」

　それは、逆らうことを許さない王、いや、女王のような艶やかな笑みであった。

「は、い……」

　アンネは少し手を震わせながらそれを撫でた。とりあえず触れば良いと思ったのだ。

　ナデナデナデナデと、優しく撫でていく。だが、全く足りない。

　もどかしくて、もどかしくて仕方がなくて、苦しい。

「へ、いか」

「何だ？」

「その……これで、いいのでしょうか？」

　アンネはベルトランを下からそっとのぞき込んだ。

「よくはないな。どれ、代わってやろう」

「ま、待ってくださいっ、私の体で何をなさるおつもりですか!?」

「安心しろ、流石に自分で自分のモノを咥える勇気は俺にもない。手でしてやるだけだ」

「ひやっ、あ、そんな！」

　ボロン、と下穿きごと脱がされ、ベルトランのむき出しの性器が現れた。

「あ、あの……そんな、え？」

　それは、見たこともない形をしており、大きくてぬらぬらと黒光りしている。

　知識として女性がこれを体内に受け入れるのだと知ってはいるが、とてもではないが小さいアンネの体には入りそうにないように見える。

「まだ中途半端な状態だからあまりまじまじ見るな。アンネは鏡でじっくり体を視姦した俺と違って、見ないように気を遣ってくれるんじゃなかったのか？」

「え、あ、え？　中途半端？　鏡でしかん？　あ、ひゃ!?」

　意味がわからず聞き返した瞬間、ぎゅっと小さな手が大きなそれを握った。それもそこそこ強い力で。

　衝撃に腰が跳ねるも、ベルトランは止まってくれず、手を上下に激しく動かし始めた。

「ま、待ってくださ、ん、あ！」

　音が聞こえてくるくらいに扱かれ、自分でもどんどん硬くなっていくのがわかる。

「ああ、やぁ！」

「こら、俺の体で喘ぎ声を出すな。扉の向こうで警備をしている兵士が何事かと思うだろう？」

「あっ……すみません、やめっ」

　そう思うのならば止めてくれればいいのだと指摘するに至る思考すらなく、アンネは慌てて両手で口を塞いだ。

「もう限界なのか？」

　アンネはその言葉にうんうんと頷いた。よくわからないがとにかくもう終わって欲しかった。

　まるで神経に直接触れられ高められていくかのようで、気持ちよくて、気持ちよくて、気持ちよくて、つらい。終わりたい。だが、終わり方がわからない。

　心地よいを通り越した、いっそ暴力的な快楽。

「全く、こらえ性のない」

　そう言うと、ベルトランは一層手の動きを速めた。

「んんんんっ！」

　びしゃ、っとアンネは自分が放ったものが飛び散り、ネグリジェを着たベルトランが使っている己の体にかかった様を見た。

　指先がかかった胸元を拭っていく。扇情的なその姿にゴクリ、とつばを飲み込んでしまう。

　すると、ベルトランと目が合った。

「疲れたろう？　後始末ができない男は最低だが、今回は許してやる。もう寝るといい」

　どちらのものかわからない唾液でぬらぬらと濡れた唇が近づいてきて、軽い口づけをされ、アンネは思わず、ベルトランの唇が離れていく前に後頭部を掴んで舌を入れた。

　だが、どうすればいいのかもわからず、衝動のまま小さな口内で暴れただけで先ほどのように気持ちよくはなく、唇を離した。

「ん……こら、がっつくな」

「………………あ、……すみません」

　はっと我に返り、アンネが固まると、ベルトランがふっと笑った。その表情は己の顔のはずなのにとても艶っぽかった。

「お前と俺の体がまだ満足していないことはわかったよ」

　ベルトランが再び、硬くなり始めたそれをぎゅっと絞り上下に動かしはじめた。

「あ、や、へ、陛下、もう十分ですっ」

「嘘つけ、まだ満足していないくせに」

　上に乗ったままのベルトランがネグリジェを見せつけるように脱いだ。

「え、あ、ちょ、ちょっと陛下っ、なんで脱ぐんですか！」

　むき出しの体が現れ、小さな胸をしたからすくい上げるようにして見せつけられる。

　胸の先がぷっくりと出てきていて、何故だか誘っていると思った。

「お前ばかり気持ちよくなっていたらアンネの体が可哀想だろう？」

　腹の上に乗り直してきたベルトランが胸をアンネの口元に持ってきた。

「あ、の」

　口を開くと、胸の先が入ってきたので、アンネは顔をそらして逃げた。

「えっと、口内に胸を入れたところで気持ちよくなんか、なりませんよね？」

「お前は女の体をわかってないな」

　何気ないベルトランの言葉に、はたとアンネは思い出した。

　ベルトランはアンネ以上に女の体を知っているのだ。そりゃあそうだ、彼が皇太子時代に来た閨の先生の顔もアンネは知っている。

　とても美しい人だった。未亡人で、彼がいずれ妻を娶ったときのために円滑な性行為を教えるために、必要だった人。

「どうした？」

　さきほどまでの混乱しながら流されていた気持ちが急にしぼんでいき、硬くなり始めたそこもしぼんでいくのを感じる。

「なんでも、ありません……。陛下、今日はもう」

　両手をベルトランとの間に入れ軽く押しのけようとした。

「自分の胸を舐めるのはまだ、ちょっと難しかったな。悪かった。流石に調子に乗りすぎたようだ」

　違う、そうではない。だが、アンネはベルトランの勘違いを肯定するように頷いた。

　俺が悪かったと、子供にするかのようにわしゃわしゃと頭を撫でられ、ベルトランが隣に寝っ転がった。

　そうしてぎゅっと頭を抱きしめられ、小さな胸に包まれる。全然顔を埋められない、体格同様に小さな胸。あの人はもっと大きかった。

　どく、どく、とアンネの体から心臓の音がする。それに対し、今使っているこの体の心臓はズキズキと痛む。

「おやすみ、アンネ」

「…………おやすみなさい、陛下」
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「陛下、少し休憩なさいますか？」

「そうだな」

　ルドルフの言葉にベルトランは伸びをした。

　いつもより早い声かけだが、ちょうど良い。この小さな女性の体は疲れやすい。

「今日も頑張っていらっしゃいますね」

　ルドルフの視線の方向、王家の庭では今日もアンネが姉から乗馬を教わっている。

　アンネが乗馬の訓練をしている間、ベルトランは普段使っている執務室ではなく東屋で仕事をしていた。

　入れ替わって以来、いつでも助け船を出せるよう側にいるようにしているのだ。そのおかげで今のところちょっとした失敗はあれど大きな失態はない。

　以前、若い侍女が慌てていたのだろう、ベルトランの体を使っているアンネにぶつかったことがあった。

　盛大に後ろに転んだ侍女は王にぶつかったと顔を真っ青にしていたが、あろうことかアンネは叱りもせずに笑って侍女に手を差し伸べ、言ったのだ。

　おや、今日は運が良い。こんなに可愛い小鳥が自ら飛び込んでくるとは、と。

　己の口から出たとは思いたくないほどの歯の浮くような言葉である。

　アンネ曰く、格好よく、且つ丸く収まると思って出た台詞だったそうだ。

　こうしたちょっとした齟齬は出ているが、婚約したことにより、以前よりも王が丸くなったと囁かれる程度で済んでいるのは、アンネが人前では必死に演じてくれているおかげだ。

「ああ、本当によく頑張っている」

　式典に向けアンネはこのところ毎日、王族専用の庭で秘密裏に姉から乗馬を習っている。

　とはいえ、馬車に乗ったことはあれど、乗馬をしたことがなかったらしいアンネは、怖いです、姫様助けてぇ！　と、馬を歩かせているだけで悲鳴を上げてしまっているのが現状で、自分の喉から出る情けない声を聞くのはなかなか精神に来るものがあった。

　式典で走らせる予定はないので背筋を伸ばして馬に乗ってくれればそれだけでいいのだが、果たして上手くいくものか。

　鬼軍曹と化して厳しく指導している姉と泣き言を言っている新兵を見守っていると、だんだん新兵ことアンネが可哀想になってくる。

「アンネさんのためを思い、頑張って厳しく接されるマリーディア様の凜々しくてお美しいお姿、眼福です」

「あーーーーー」

（そう思うなら早く引き取れ）

　ベルトランは面倒だったので返事をせずにアンネと姉を眺めた。

「なあ、足を負傷していることにして、屋根のない馬車に乗らせてやってもいいんじゃないか？」

　ベルトランがつい、ルドルフに提案するも、甘い考えはにべもなく却下された。

「駄目です。アンネさんは王妃になるのですから馬にくらい乗れたほうが本人のためですよ」

　反論の余地がなく、ベルトランは黙るしかなかった。

「そうご心配なさらなくて大丈夫ですよ。マリーディア様から直々に乗馬を教わるという羨ま……僥倖ぎょうこうに恵まれているんです。アンネさんもきっともうすぐ乗れるようになりますよ」

「だといいんだが」

「ひえーーーーー怖いよ高いよーーー」

　アンネの悲鳴が会話の間に飛び込んできて、ルドルフは眼鏡をくいっと上げた。

「きっと乗れるようになれますよ、多分ですが……」

「信じるよ」

　ベルトランは力なく頷いた。一応、屋根のない馬車は整備させておいた方が良さそうだ。

『お前たちにゃにをまったりしてるにゃ！　魔女様救出作戦はどうしたにゃ！』

　城に住んでいる野良猫たちとともにお腹いっぱいになるまで餌を食べて日向ぼっこしていたノワールが文句を言ってきたが、ベルトランとルドルフは無視した。

「明日は、アンネの初めての大舞台だな」

「はい。お二人とも、昼食後から準備に入っていただけるよう予定を空けております」

「助かる。女の身だしなみというのはどうにも時間がかかって敵わん」

　だが、アンネに恥を掻かせるわけにはいかない。貴族どもの殆どが自分の縁者をベルトランに娶らせようと必死だった。

　少しでも隙を見せると未来の王妃にはふさわしくないと騒ぎ出すだろう。

『にゃーの質問に答えるにゃ！』

「お疲れ様でございます。明後日の朝は予定を入れておりませんのでゆっくりなさってください」

「俺がこうなってからお前も大変だろう。すまないな」

「いえいえ」

「しかし、五月蠅いな」

「全くです」

『にゃーに返事をしろー！』

　ベルトランとルドルフはかわいさに負けたアンネとマリーディアの手前、この黒猫の存在を許容してやっているだけで、この上なく鬱陶しい存在にほかならない。

　ベルトランはノワールの首根っこを掴んで、ぽーーーーーんと遠くに投げた。

『うにゃーーーー』

「お見事です」

「元の体ならもっと飛距離が出たはずなんだがな」

　一応、ときが来るまでここで大人しくしてさえいればいいと約束はしたが、本来ならばとうの昔に拷問しているのだ。このくらい可愛いものである。

　ベルトランは残念なことにノワールが綺麗に着地したのを見守った後、東屋を降りて、やりにくい騎手相手に穏やかなままでいてくれている愛馬の頭を撫でた。

　馬には魂というものがわかるのだろうか。ほぼ初対面のはずのアンネの体に困惑した様子は見せず、大人しく撫でさせてくれている。

「姉上、代わる。ルドルフと紅茶でも飲んできてくれ」

「あら、気が利くわね」

　ベルトランが教師役を引き受けると姉がいそいそと東屋に行った。早くくっつけ。

「へ、陛下、もう、許してください」

　うるうると目に涙をためている自分の顔を見るのはつらいものがあるので、頭の中でアンネが涙目になっているところを想像する。

（うん、可愛い）

「その体は乗馬に慣れている。そう硬くならずに、力を抜いて何も考えずに乗ればいい」

「うう……」

　それができたら簡単なんですよ、とばかりに恨みがましい目で見られたのでベルトランは喉で笑った。

「よっ！」

　ベルトランが鞍に手をかけ馬に乗ろうとするとアンネが手を貸してくれた。

　これまで紳士の義務として馬に乗る女性に手を貸してきた。馬に乗るくらいで他人の手などいちいち必要ないだろう面倒なと思っていたが、なるほど手助けがあるとかなり楽だ。

　男と女の体がこれほどまでに違うとは考えてもみなかった。

　か弱い、女の体。守るべきもの。

（だが、本当にそうなのだろうか？）

　唐突に、優秀な姉のマリーディアではなく自分が男だという理由で皇太子になったことを思い出した。

　悩んでいた時期もあったのに、今では、国のために戦ってくれていた忠臣たちを次々と亡くしていくあの惨状を目に焼き付けずに済んだのだから、姉ではなく自分が王になって良かったとさえ思っていたことに気づく。

　腕力、と言う点ならば確かに男の方が優れている。

　だが、ベルトランはあの日見た、アンネの強さに憧れていたはずだった。

　どうして忘れていたのだろうか。彼女と親しくなったきっかけだったというのに。

「陛下？」

　アンネが心配そうにのぞき込んでいた。小さなアンネの体はベルトランの体にすっぽりと収まっている。

「なんでもない。さて、手綱は俺が握るから、アンネはまず馬に乗ることに慣れろ」

「はい」

　ゆっくりと馬を歩かせ始めると、途端にアンネに後ろからぎゅーーーっと抱きつかれた。力強い腕だ。

　そう、いつもベルトランと距離をとってばかりのアンネが自分から抱きついてきたのだ。

「っ！」

　つい、先ほどと同じ妄想、小さな体のアンネが男の体に戻った自分に抱きついているところを想像してしまった。

（今だけは付いてなくてよかった。勃つところだった……）

「こら、力を入れすぎだ。自分の体を潰すつもりか？」

「あ、すみません」

　謝罪しながらもアンネの腕からは少し力が抜けただけ。これでは、慣れるまで時間がかかりそうだ。

「とりあえず庭を何周かするか」

　口ではそう言いながらも、ずっとこのまま馬に慣れてくれなければいいとベルトランは本末転倒なことを考えながら手綱を操り始めたのだった。
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　アンネは王の寝室で鏡を前にタイに苦戦していた。

　ちらりと、鏡越しにベッドが目に入り、視線を鏡の中のタイに戻した。

（最近どんどん過激になっていっている気がする）

　ベルトランは最近、アンネを絶頂に導くだけでなく、その逆もするように命じてくるようになっていた。

　そのせいで、アンネはすっかり、胸を舐めるのにも慣れたどころか、脚の狭間にある秘めた場所のすぐ上にある、女性が快楽を感じるという小さな丘にも触れるようになっていた。

『下手くそだにゃー』

　アンネはノワールの言葉があたまに響いた瞬間、肩を跳ねさせた。

　一瞬、気ばかり焦って未だにベルトランに一度も快楽を極めさせたことがないことを指摘されたのかと思ってしまったためだ。

　敵を見つけるまでは、城に滞在することになったらしいノワールは、猫らしく気ままに城内を我が物顔で自由に闊歩かっぽしている。

「仕方ないでしょ。初めてなんだから」

　男性の服一つでこんなに難しいのだ。今ごろ侍女についてもらい着飾っているであろうベルトランはもっと苦戦しているだろう。

　コルセットとか、コルセットとか、コルセットとか。慣れているマリーディアでさえいつも苦しそうなのだから、ベルトランは相当つらいだろう。

「それより、ノワちゃん、居心地はどう？　悪くない？」

『悪いに決まっているにゃ』

　アンネは今、胸ポケットに手のひらくらいの大きさまで小さくなっているノワールを入れていた。のぞき穴をあけており、そこから外をのぞけるようになっているそうだ。

　ノワールに犯人を確認してもらうのだ。

　ベルトランが、王と入れ替わったノワールに話しかけるために向こうから接触してくる可能性が高いと言っていた。

「ごめんね」

『いいにゃ、我慢するにゃ。これもご主人様を助けるためにゃ』

「ノワちゃんは偉いね」

『……当然にゃ』

　照れているのだろうか、返事に時間がかかった。

　ポケットに隠れていることに飽きたのだろう。ノワールが爪を立てて服を登ろうとしてきたのでアンネは慌てて肩の上にのせた。本番前に王の衣装を破られたら困る。

『アンネが結び直すたびに揺らすから酔うにゃ』

「ごめんね」

「私がやりましょう」

「すみません、侍女頭様」

　アンネが首を長くしているとするするするっと侍女頭が整えてくれる。

　侍女頭は、今、その役職では通常しない仕事をしている。

　彼女はアンネとノワールの世話係をしてくれているのだ。

　この寝室を掃除してくれたり、食事を持ってきてくれたり、着替えを手伝ってくれたりと、仕事は多岐にわたる。

　これもそれもアンネがほかの使用人の前で下手を打って異変に気づかせないようにするためだ。

　ずっと世話になってきた上司に何から何まで世話をしてもらうのは申し訳なく、はじめはアンネも掃除の手伝いをしようとしたが、王の婚約者が、まして王の体で、することではないとぴしゃりと叱られて以来、手を出させてもらっていない。

（なんだか、いたたまれない）

　そのとき、寝室にベルトランが入ってきた。

「緊張しているようだな。だが、今夜のことなら心配しなくていい。王には注目は集まらない。皆、婚約者に興味津々だろうからな。アンネは多少失敗しても大丈夫だ」

　アンネの肩に乗っていたノワールの首根っこを持って剥がしたベルトランに鏡越しに笑いかけられアンネは振り向いた。

「……陛下。お待たせしてしまいすみません」

　昼から準備をし始めたというベルトランの姿は、己の体ながらなかなか美しく見えた。

　髪が綺麗に整えられており、首元には侍女をしていたときにマリーディアのため戦々恐々としながら扱ってきた一品と同じくらい大きな宝石。

　ドレスの繊細なレースは黒にも紺にも見え、アンネならば選んでいなかった色だが、よく似合っている。

「そろそろ行くぞ」

「ノワちゃん、しばらく我慢してね。行って参ります、侍女頭様」

　アンネはノワールを胸ポケットに隠し、丁寧に頭を下げる侍女頭を背に、ベルトランに教わったとおり、右手を差し出し、エスコートする。

　つい最近まで同じ立場にいた頭を下げる使用人たちを横目に会場へ向かい歩いて行く。

　それにしても、目に映る自分の顔がなんだか美人になっているような気がするのは気のせいだろうか。

　勿論、マリーディアに借りたという化粧品や同僚の侍女の腕前、だけではない。

　きっとこれは体を使っている人間が違うからだ。

　流石は王族、である。

　普段はアンネの体で足を開いて座ったり、足を十字に組んで肘を乗せていたりするくせに、今はアンネの体は自分では絶対にできないほど優美にエスコートされている。

（これ、もとに戻ったとき、私、大丈夫かしら？　絶対同じようにできないんだけど……）

「大丈夫だ、俺がついている」

「……はい」

　耳元で囁かれ、頷く。

『にゃーもついてるにゃ』

「ありがとう」

　舞踏室に続く扉が開き、アンネは緊張に動きを硬くした。

　今夜は式典の前夜祭で、貴族や外国の要人を招待している舞踏会だ。失敗はできない。

　背中で冷や汗を垂らしながらも、雄々しく胸を張り、舞踏会の中心に進み出る。

　まずは、王と婚約者が踊らなければ舞踏会は始まらないのだ。

　アンネはルドルフに叩き込まれた通りに胸に手を当てて頭を下げ、曲が始まると同時にベルトランの手を取った。こればかりは女性のマリーディアよりも男性のルドルフの方が教師として適任で、彼に女性役をしてもらい二人で踊ったこともあった。はたから見たらどんな光景だろうかと考えながら。

　習った通りの動きでなんとか足元を見るような野暮ったいことはせずに順調に進む。

　微笑んで婚約者である王に夢中とばかりに演技をするベルトランだけを見つめ、踊っていく。

　マリーディアが短いものを選曲してくれていたこともあり、順調にいっていたことで、アンネは油断してしまった。

　大きな足で、ベルトランの今は小さな足を踏みかけたのだ。

（しまった……！）

　咄嗟にベルトランが避けてくれたが、ステップは止まってしまいアンネは目を見開いた。

　そのときだ、ベルトランは一人でくるくるくるくると軸のぶれない美しさで回りながらアンネから離れ、またくるくるくるくると回りながらアンネの腕に戻ってきた。

　まるで元からそうする予定だったかのごとく。

　まさかの腕前に割れるような拍手がおきた中、腕の中に戻ってきたベルトランに囁かれる。

「俺がついていると言ったろ？」

「はい！」

　アンネはそれで何とか気を取り直し、再び踊りだしたのだった。












「すみませんでした……」

　恐れ多すぎて中腰になって尻を浮かせたいと考えながらも、そんなわけにはいかないので玉座に座るしかないアンネは胸を張って威風堂々としたふりをしながら、隣に控えているルドルフに小声で謝罪していた。

「社交界デビューにしては上出来ですよ。陛下がごまかしてくださいましたから、ほとんどの人があなたの失敗には気づいていません」

　ほとんど、つまり一部の人には気づかれたのだ。がっくりと肩を落としてしまいそうになったが、今は王の演技中なので堪え、アンネは逆に胸を張った。

（あ、私、これが社交界デビューなんだ……）

　幼いころ、どこにでもいる女の子の一人として夢見ていたが、結局は到達することが叶わなかった場所。こんな形で参加するとは。

「本当にすみません。……それにしても陛下は流石ですね。女性側のダンスもお上手だなんて」

　アンネは昔、一度だけベルトランと踊ったことがあった。まだベルトランが皇太子のころだ。

　普段はマリーディアの侍女であるアンネだが、舞踏会の日や大きな式典の日などは、若手のため人手が足りないところに貸し出される。

　あの日は、年齢的に父が生きていたらアンネもデビュタントとして参加していたはずの舞踏会を背に、庭にいくつかある東屋の一つに配置されていた。

　東屋は愛を語り合う貴族の恋人同士が盛り上がりすぎて事に及んだりしないよう、なにか飲み物をお持ちいたしましょうかと、適度に現れて声をかけたり、密談するものがいれば聞き耳を立てて報告したり、危ないことが起きれば叫んで衛兵を呼ぶ必要がある場所である。

　とはいえ、アンネが配置された東屋は庭の一番奥にあるあまり知られていない場所で、地面はちょっとぬかるんでおり、草も野性的に生えている、庭師のおじさん曰く自然の美を追求した一角だった。

　そのため、着飾った貴族が来ることなどなく、一人ぼーーーーっと、星を眺めていたのだ。

　今思えば、マリーディアが気遣ってくれたのかもしれない。舞踏室から一番遠い場所に配置してもらえたのだから。

　そこにやってきたのがまだ皇太子だったころのベルトランだった。

　どうやら、次々に女性たちから迫られ、辟易して逃げてきたようで、匿った結果、何故か二人で踊ることになったのだ。

　過去を思い出しているとルドルフがふふと笑った。

「いいえ、陛下は女性側のダンスはド下手くそでしたよ。それを、麗しのマリーディア様に指南していただいただけです。それはそれは必死になって練習されていましたよ。今日は将来の王妃のお披露目でもありますからね」

「え？」

　アンネがルドルフを見るもルドルフは前を向いていた。

「さて、そろそろ挨拶回りをしてください。大丈夫ですね？」

「多分、一応、覚えておく必要のある方は頭に入っているはずです、多分……」

「わからなければ間に入りますから堂々としていてください」

「すみません」

　こそこそ話しながら舞踏室を歩くと早速、中年の男性と目が合った。絶対に覚えておくようにとルドルフにたたき込まれた人相書きの中にいた人だ。

　中身はアンネとはいえ、王であるベルトランに対し値踏みをするような視線を向けてくる人物。

　隣国の大使、ドローデ公爵だ。

　そのとき、頭にノワールの声が響いた。

『こいつにゃ！　こいつがご主人様の誘拐犯にゃ！』

（やっぱりか。陛下とルドルフ様の予想通りだった！）

　声が出そうになって、堪えた。そうして確信を顔に出さないように余裕そうな表情を作る。

「おお、大使。よく来てくれた。この前は婚約祝いの品をありがとう。そちらの王にもよろしく伝えてくれ」

　アンネは笑顔を作り大きな身振りで親しげに肩を叩いた。ルドルフと練習済みの仕草である。

　中肉中背の中年男性だと思っていたが、肩が意外とがっしりしている。

「ええ、もちろんでございます。ご婚約おめでとうございます」

『こいつで間違いないにゃ！　ご主人様を早く助けに行くにゃ！』

　頭の中にノワールの声が響き渡る。

『早くするにゃ！』

　ノワールが我慢できないとばかりにポケットから出ようとしてくる。

　アンネはチーフを直すふりをして指先でノワールの頭を撫でた。ちょっと黙っていて欲しい。

「そうだ、大使。今宵は月夜だ。どうだろう、城の庭を案内させてはくれないか」

「是非に」

　そうして、アンネとドローデ大使は二人で庭に出た。

　警備の騎士たちが少し離れた、だが声が聞こえないところで控えている。

「……ご、ご主人様は無事だろうにゃ」

　アンネは緊張のため、肝心なところで噛んでしまった。

　けれども、それはノワールの話し方そのもので、疑われもしなかった。

「ふ、どうやら成功したようだな」

　満足げな顔をした大使に、こうなったら、アンネはベルトランの体で語尾をにゃにするしかなさそうだとアンネは悟った。

「ご主人様を帰すにゃ」

「そのためにはお前が命令を出すはずだろう」

「ルドルフとかいう奴が邪魔するにゃ。今日だって、どれほど練習させられたか」

　あらかじめ考えておいた言い訳を告げると大使が鼻で笑った。

「王のふりすら満足にできないのか。まあ、仕方ない。ただの猫だからな」

『こいつ本当にむかつく奴にゃ』

　頭にノワールの声が響いた。まったく同意である。大使が声を潜めた。

「……おい、まさか入れ替わりに気づかれていないだろうな？」

「ち、違うにゃ。ルドルフはこの体の持ち主が襲われて記憶を失って馬鹿になったと思っているにゃ」

「宰相のことはこちらに任せておけ。元々、排除するつもりだった。だからお前はそれが済み次第、命令を出せ。魔女の命はこっちが握っているんだ。忘れるな」

　それだけ言って、ドローデ大使は去って行った。

（つ、疲れた……）

　どっと疲労が襲ってくる。今日一番重要な仕事がなんとか終わったのだ。

　舞踏室に戻り、すぐにベルトランとルドルフに伝えようと視線を周囲に彷徨わせると、視界の端でベルトランが、集団で睨んでいる令嬢たちの横を通り過ぎ、ベランダに出ていくのが見えた。

　そこに令嬢たちも続いていく。

「あれは一体？　……あ」

　元平民が王に嫁ごうというのだ、彼女たちはベルトランを囲んで嫌みの一つでも言うつもりだろう。

　慌てて追いかけようとするも、舞踏室を歩くだけで、寄ってくる貴族たちに邪魔をされ、片手を上げて挨拶しなければならず、なんとかベランダの近くにたどり着くまで大分時間を消費してしまった。

　ガラス扉の向こう、どこかの令嬢たちの声が聞こえてきた。

「平民のくせに、自分から身を引くべきじゃないの？」

「そうよ、たいして美人でもないくせに」

「陛下を庇ったお情けで婚約者にしていただけたみたいだけど、わたくしたちだってその場にいればお庇いしてたわ、身の程を知りなさいよっ」

　やはりこうなっていたかと、止めに入ろうとして横から手が出てきた。

　ルドルフだ。唇に人差し指を押し当てている。

「あらあら、あなた達なにか思い違いをしているようね。私は今、伯爵で、ベルトランは私のこの顔を誰よりも可愛いと思っていて、そして何よりあのとき庇ったから婚約者になったわけではなくってよ」

　うふふ、と、アンネの声でベルトランは笑った。令嬢たちをあざ笑うために。

「ベルトランはね、私が初恋なの。庇われたから仕方なく婚約者にしたのではないわ。どうしても私と結婚したかったからそれを理由にしただけよ」

（私が、初恋……？）
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　頬が染まっていく感覚がし、今はベルトランなのにそんな表情をするわけにはいかないと俯く。

（いやいや、そんなわけないし。あの娘たちをやり込めるためにそう仰っただけ……）

　わかっているのに心臓が痛いくらいに高鳴る。

「アンネメリア様、陛下がお呼びですよ。それと、マーレ伯爵令嬢、トロント侯爵令嬢、アバンズ伯爵令嬢、もしまた我が国が他国と戦火を交えるようなことがあれば、戦場で陛下の肉の盾になりたいとあなた方が志願している旨、軍部に伝えておきますね」

　アンネには間に入らせなかったくせに、ベランダに出たルドルフの言葉に令嬢たちがひっ、と悲鳴を上げ、そのようなことは……と、もごもご言い訳をしながらうつむいて逃げていった。

　ベルトランの体とすれ違ったのも気づかなかったほどにはルドルフの脅しが効いたらしい。

　そうしてベランダに出ると、ベルトランの筋肉質な腕にアンネの両手が絡み、何故か小さな胸を押し付けられる。

「あの……？」

　まるで自分の所有物だと言うかのようなその行為にアンネは困惑した。

「ルドルフ、命令だ。姉上と踊ってこい。なるべく目立つようにな」

「ありがたき幸せ」

　ぱっと喜色満面となったルドルフが見たこともない速さで消えると、残されたのは不機嫌そうなベルトランとアンネだけだ。

「先程の小娘ども、アンネを馬鹿にしやがって。不敬罪で国外追放してやろうか」

「あの程度のことでそんなこと仰らないでください。あの娘達は陛下に憧れていたから悔しかっただけですよ。気持ちはわかります」

　苦笑しながら返事をすると、ベルトランに睨まれた。

「わかるのか……？」

「えっ？」

　ベルトランがアンネを見つめている。

「お前は罪のない相手に意地の悪いことを言いたくなるくらい誰かに惚れたことがあるのか？」

「えっと、それは……」

　沈黙を肯定にとられたのか、ぐいと自分の体から出るとは思えないほどの力で引き寄せられた。

「きゃ！」

　ベルトランの喉からは出してはいけない声が出てしまった間にも口づけられる。

　体の大きなアンネを、ベルトランが見上げるように口づけてきているというのに逃げられなかった。

「んっ！　陛下、人が……」

「来ない。それに来たとしても、王とその婚約者の逢瀬を邪魔する勇気のあるやつなどいない」

　そうしてもう一度口づけられた。舌が入り込んできて、絡まる。

　上顎を舐められ、手と手が絡み、ちゅっと唾液をすすられる。

　そうして唇が離れたとき、口を開いて赤い舌を見せつけ、艶っぽい表情をしている自分の顔に、アンネは慄いた。

「へ……いか。これ以上のご無体はお許しください……」

　目をそらし、唇を噛んだ。もうこれ以上口づけられないように。

「俺の寵愛はいらないと？」

　睥睨してくるベルトランに対しアンネは顔を隠した。恥ずかしさで。

「そうではなく……これ以上は………………勃ってしまいます」

　ふっ、とベルトランが笑った気配がした。

「それなら、仕方ないな」












　ようやくコルセットから解放され、ベルトランはふーーーと大きく息を吐いた。

　なんだか頭も痛くなってきたし、その上、今朝から腰も腹も痛い。

　もし、アンネとの結婚後も体が元に戻らなかったら王妃として、コルセットなしのドレスを流行らせたい。

　元の体に戻れたときは、アンネを流行の発端に据えて、保守的な者たちから批判されたら可哀想なので姉に任せよう。

　自分勝手なことを考えながら、執務室に行くと、既にルドルフが待ち構えていた。

「潜り込ませていた間諜から大使館内の見取り図が届きました」

「よくやった」

　主が不在の屋敷は良くも悪くも規律が緩む。ドローデ大使がいない隙に、大使館に潜り込ませている間諜からの情報を受け取らせたのだ。

　ルドルフが見せてきた見取り図は細かいところまで書き込まれており、よくできている。

「この庭の外れにある小屋は古参の兵士が守っており、入れないそうです」

　戦後から大使館に潜り込ませている間諜はまだ新参者だ。優秀な奴だから気に入られてはいるだろうが、懐に入り込むまではまだ時間がかかるだろう。

「魔女一人なら強襲し、抱えて逃げることはおそらく可能だと言っていましたが、いかがしますか？」

　ベルトランは侍女頭の息子で、表向きは武者修行に出ていることになっている間諜の顔を思い浮かべた。

　確かに、彼ならば屋敷を爆破してその混乱の隙に魔女を連れて逃げるくらい簡単だろう。

「駄目だ。敵は我が国と戦争する機会を常に狙っている。そんなことをすれば確実に難癖をつけてくる」

「では……？」

「腹立たしいがしばらくは静観する。例の計画を進めろ。勝負は俺とアンネが招待されている大使館での舞踏会の日だ」

















第四章












　視線の先、庭でノワールがほかの猫とじゃれて遊んでいる。

（可愛いーーーー！）

　王城に勝手に住み着いている猫たちは、この国で最も恵まれた野良猫だ。

　野良猫なのに、餌はもらえるし、定期的に健康診断まで受けている。野良猫なのに。

　最早、王城の飼い猫では？　と、思わなくもないが、一応、野良猫である。

　アンネは野良猫たち用の餌を持って庭に出た。

　猫は可愛い。最近ようやく馬も可愛く思えてきたが、やっぱり猫が一番可愛い。

　ベルトランに後ろに乗せてもらって以来、馬にはずいぶんと慣れた。

　ベルトランは力を抜いて体に任せればいいと言っていたが、なるほど自分で馬を操ろうと考えず、感覚と反射に任せるようになるとすぐに乗りこなせるようになった。

　その、感覚と反射に任せるために恐怖心をなくすのに時間がかかったわけだが。

　ようやく及第点をもらい歓声を上げて喜ぶアンネに、よくやったわ。この調子で夕日に向かって走るわよ！　とマリーディアが言ってくれたため、二人して何故か更に庭を一周した。

　ちなみに、そのときはまだ昼前で夕日は出ていなかった。あと、ルドルフが感動して目頭を押さえていたのが遠目で見えた。

　何はともあれ、式典までもう時間がないなか、なんとか間に合って、アンネは心から安堵していた。

（ああでも、一個できるようになれば、またできないことが出てくる。……あ、駄目、駄目）

　考えても仕方のない自虐を止めるために首を横に振り、皿に餌を入れて並べると我先にと猫たちが走ってくる。勿論、ノワールも。

「ノワちゃん、美味しい？」

「なーご」

　ノワールが普通に鳴いて、頭にノワールの言葉が入ってこない。

　それは、違和感。

「ノワちゃん？」

　アンネが抱き上げようとすると、シュタッと避けられる。

　まるで本当の猫のように。

「ノワちゃん、どうしたの？」

　そう声をかけると、ノワールが全身をふるふるふると振った。そして、いつものようにくりりとした目でアンネを見つめてくる。

『アンネ、何のようにゃ？』

　頭にノワールの声が響く。

「ううん、なんでもないわ。いっぱい食べてね」

（ちょっと聞き逃しちゃっただけよね……）

　深刻になることはないと、アンネはノワールの頭を撫でて、庭から執務室に戻った。

　今日もベルトランは精力的に書類を捌いている。

　なるべく普段から二人一緒に行動するように言われているため、基本的にアンネは仕事をするベルトランの執務室に常駐しているのだ。

　だからそれは、いつもの風景。なのに、何故かその日は違和感を覚えた。

（あれ？）

　なんだか、ベルトランの顔色が少し悪いような気がする。

　体調でも崩しているんだろうか。そういえば、昨夜は『婚約者が愛しい王の寝所へ夜に忍んで』来なかった。

　広すぎる王のベッドに一人だったので、なかなか寝付けなくて困った。

（いやいや、来てほしいわけではないんだけど。ちょっと寂しかっただけで。でも毎日来るのに昨夜は来なかったのはやっぱり舞踏会の後で疲れたのかな。……あ！）

　誰にするでもない言い訳をしながらアンネはふと気づいた。

「すみません、おつらいですよね？」

　周期的に月のものが来てもおかしくない時期だというのに、不調というものを知らないベルトランの体が快適すぎてすっかり忘れていた。きっと昨日の朝の段階で来ていたはずだ。それなのにコルセットをつけ、ドレスを着て、踊ったのだ。きっとつらかったろう。

　処置の仕方はマリーディアか侍女頭から聞いているだろうか。

「別にアンネが謝ることではない。それにアンネだってこの体でいつも働いていたのだろう」

「いえ、マリーディア様はお優しいので特別に重い日は甘えさせていただいています。陛下も今日はお休みになさってください。私は二日目が一番重いんです。おつらいでしょう？」

　キリキリとした痛みを思い出し、アンネはベルトランに申し訳なくなった。

「だが……」

「いつも忙しく働いていらっしゃるんです、たまにはいいじゃないですか。それに、私の体で無茶はなさらないでくださいな」

　アンネはそれだけ言って、ひょいっとベルトランを抱き上げた。

「うおっ！」

　アンネの体はベルトランの筋肉の前には軽いものだ。

　こちらとしては軽々としたものだが、突然抱き上げられたベルトランは落とされはしないかと怖かったのかアンネの首の後ろに手を回し、ぎゅっと強く抱きついてきた。

　それをいいことに抱いたままドシドシと廊下を歩くと、すれ違う顔見知りの使用人たちが微笑ましそうに見てくる。

　ベルトランはそれが恥ずかしいのか顔をアンネの胸にすり寄せて隠したが、耳が赤い。

　だが、ここで可愛いと言ってしまうとベルトランは無理にでも降りようとするに決まっているので、アンネは黙って運び、王妃の寝室にあるベッドにゆっくりと降ろした。

「まだ、仕事がある」

「一旦休憩ということで」

　アンネが頬を撫でると、温かな手が気持ちよかったのだろう、顔を寄せてきた。

「温石をお持ちしますね」

　そう言って部屋を出ようとするも、袖を握られ阻止された。

「待て、ここにいろ」

「かしこまりました」

　生理期間は眠気がひどく、気持ちも沈みやすくなることに自覚のあるアンネはベルトランもそうなっているのだろうと、ベッド脇に座り、その腰をさすった。こうすれば少しは楽になるはずだ。

「気持ちいい」

　そうして、たいした力でもないベルトランに引き込まれ、アンネはベッドに入って添い寝したのだった。














「…………誰だ？」

　ベルトランは王城の舞踏会を狩り場とばかりに皇太子妃の座を得ようと迫りくる令嬢たちから逃げるため、庭の端の東屋まで来たのだが、人の気配がし、声を上げた。

「失礼しました、皇太子殿下、マリーディア様の侍女のアンネでございます。本日はここでの接待を担当しております」

　カサリと音がし、見覚えのある年若い侍女が出てきた。

　確か、母の亡き友人の娘だ。父親までもを亡くしたことで貴族籍を失って平民になり、そのことをことのほか不憫がった母に侍女として引き取られたのだ。

「ああ、そういうことか」

　庭に来た貴族の接待や、なにかやらかす人間がいないよう見張るために侍女が配置されているのだ。

「お茶をお持ちしましょうか？」

「いや、いい」

　ベルトランは首を横に振った。

「畏まりました。では、私はこれで」

　ベルトランが一人になりたいからここに逃げてきたのだとわかっているのだろう。アンネはそそくさと場を去ろうとした。

「ここにいろ」

「…………畏まりました」

　不思議そうな顔をしたアンネに頷かれたが、そう告げた自分自身でも不思議だった。

　ベルトランの正妻にはなれずとも愛人に納まりたいと目の色を変えてくる侍女は多い。だが、アンネからはそのような野心を全く感じないからだろうか。

　それとも、彼女とは幼いころ何度か会っていたからだろうか。

　母の友人だった彼女の母親は娘を連れてよく登城していた。

　姉を交え、遊んでもらったこともあったような気がする。

「国を恨んではいないのか？」

「え？」

　アンネはコテンと首を傾げた。質問の意図がわからないとばかりに。

「本来ならば、君はあそこで踊っていた側だろう」

　彼女が父親を亡くしたのは去年だ。

　母がアンネを思って嘆いていた姿をよく覚えている。

　彼女の両親はとても仲の良い夫婦で父親は後妻を娶らなかったため、彼女のほかに子はなく、それどころか親族もおらず、いずれ彼女が結婚した相手が継ぐはずだった爵位と領地は宙に浮いた。結果、王家に接収されることとなり、彼女は貴族籍を失ったのだ。

「…………お城で素敵な殿方とダンスをするのは乙女の憧れですから、残念に思っていないと言えば嘘になります。ですが、私は今、とても恵まれていますので誰かを恨むなど罰が当たってしまいます」

　諦めたものの大きさがわからないわけではない。それでも、現状に不満はないとばかりにアンネはふわりと笑った。

「恵まれている？」

「はい。国の直轄地にしていただいたおかげで領民たちの今後は心配ありませんし、ろくに気働きができない私が姫様付きの侍女をさせていただけているのは、妃殿下のお心遣いにほかありません」

　確かに、王女付きの侍女は城働きの中では花形だ。

　平民の中でならいい縁談もくるだろう。

「優等生の模範解答だな」

「………………」

　アンネの笑みが消え、視線がさまよう。間違えてしまったのだろうかと不安そうだ。

「ああ、すまない。困らせるようなことを言ったな」

「いえ……。あの、殿下はなにか悩まれているのですか？　あ、えっと、私に教えていただきたいということではなく、その、姫様にご相談なさってみるのがいいのではと思って……。すみません、余計なことを言いました」

　アンネがぎゅっと身を縮めた。

　先ほどからこの侍女を困らせてばかりだ。困らせついでにベルトランは東屋のベンチに座り、横に座るよう手招きした。

「いえ、私は……」

「座ってくれ。姉上には言えない話なんだ」

「……はい」

　アンネが小さくなりながら隣に座った。

「姉上は良い王になると思わないか？」

「…………あ、う」

　それはずっと、物心ついてから自分が王になるのだと両親や周囲から言われる度に、考えていたことだった。

「すまない、先程から俺は答えにくいことばかり聞いているな」

　流石に困らせすぎたかと、話を切り上げようとしたときだった。

　意を決したようにアンネが顔を上げた。

「思います。姫様は賢く、社交もお上手で、私達下々にもお優しく、誰の話でもよく聞いてくださる公平な方です。きっと良い王になられると思います」

　一歩間違えたら不敬罪で処刑されてもおかしくないほどの発言。

　それでもアンネはベルトランの目を見てそう言った。その瞳に迷いはない。

「だが、王にはなれない。女に生まれたからだ。爵位を得られなかった君と同じように」

「では、殿下が変えてください。それを理不尽だと思ってくださるのであれば、殿下が、王としてこの国を変えてください。こんな風にマリーディア様や私のことで思い悩んでくださる殿下は必ず良い王様になると確信しております」

　アンネがそう言うと、微笑んだ。

（綺麗だな）

　それは逆境に立ち向かう強さではない。アンネは逆境をはねのけはしない。

　だからといって唯々諾々と受け入れて負けるわけでもない。ただしなやかに受け止めて、悲観せず、顔を上げ続けている。その横顔が、たまらなく美しく見えた。

　彼女はいつか、誰かの胸で泣ける日がくるのだろうか。それともそういう相手はもういるのか。

　今の自分が、彼女の弱い部分を受け止められると思ってもらえるほどの男でないことは確かだ。

「……なあ、踊らないか？」

「お、どる？　あ、すみません、私、聞き間違えをしてしまったかもしれません」

　何の脈絡もないベルトランの発言にアンネが目を丸くしている。

「いや、踊ろうと誘った。素敵な殿方と踊るのは夢なんだろう？　それとも俺では不服か？」

「いえ、まさか！　でも私、ステップなどほぼ忘れていて……」

「問題ない。今なら俺の足は踏みたい放題踏ませてやる。お買い得だろ？」

　アンネの腰を抱き、漏れ聞こえてくる音に合わせ勝手に踊り始めたのだった。












　目を開けると隣で『アンネ』が寝ていた。

（懐かしい夢を見たな……）

　長々と寝すぎてしまったようで、もう夕方だ。このままでは今夜アンネは眠れないだろう。

　そうわかっていても、怒涛の日々の中、ずいぶんと無理をさせているので、アンネも疲れが溜まっているのだと思うと起こす気になれない。

　少しでも目の下の隈が薄くなれば良い。

（俺はアンネに無理をさせてばかりだ）

　ベルトランは今自分が使っているアンネの体を、腹の前で手を回すことでぎゅっと抱きしめた。

　小さくて細い体。

（痛いな……）

　腰と腹がずきずき、キリキリと体内で何かが暴れているような感覚がする。

　今日のように体がつらい日は、いっそ代わったままでもいいとさえ思える。

　隣で寝ている体は中身がアンネだからだろう。己の顔なのに、穏やかな寝姿はどこか幼い。だが、彼女が強いことをベルトランはよくよく理解していた。

　弱い部分をベルトランに見せてくれないだけだと言うことも。

　よく眠っているアンネの頬をベルトランはそっと撫で、執務に戻った。












「「「「アンネメリア様、ご婚約おめでとうございます！」」」」

　ベルトランが執務を終え、アンネのところへ戻ろうかと、廊下に出たときだった。

　突然現れた姉の侍女達に手を引かれ、連れてこられた使用人用の食堂に入ると、まずは飾り付けが目に入り、拍手で迎えられる。

「わあ、びっくりした」

　ベルトランは頑張った。アンネのふりをするため、可愛い仕草、両手を開いて口を覆い目を見開いた。

（キツい）

　本来の自分がしているところを想像してしまい、げんなりしたが、表に出さないよう笑顔を作る。

　アンネは優秀な次期侍女頭候補としてだけでなく、可愛らしい笑顔や性格から、周囲の人間に慕われている。

　こういった会が、本人を驚かせるために開かれてもおかしくはない。

　しかし、ここからどうすべきか難しい。急に王の婚約者となったアンネは立ち位置が不安定だ。

　偉そうにすれば、この前まで自分たちと同じ立場だった癖にと反発を食らうだろう。

　だが、今までと同様に接すれば、それはそれで威厳がない。

「ありがとう、凄く嬉しいわ」

　とりあえずにっこりと微笑むと、姉の筆頭侍女が近づいてきた。

「本当はアンネメリア様はもうお立場が違うからこんなことをすべきではないかと皆悩んだの。でも、退職する朋輩ほうばい達をあなたが一番に惜しんだり、祝ったりしてきてくれたでしょう。あなたにも同じことをしてあげたくて侍女頭様には内緒で集まることにしたの」

　確かに、侍女頭が知っていれば許していなかっただろう。

「ありがとうございます。……私も急に決まった結婚なのでまだ戸惑っている部分もあり、こうして皆様にお祝いの言葉をいただけて安心しました」

　それは、心からの言葉だった。

　アンネは突然、侍女から王の婚約者となったのだ。ベルトランはアンネが使用人達からひがまれて嫌がらせをされるかもしれないと心配していた。

「どうか皆さん、今だけはアンネと、呼んでください」

　そう言うと、使用人達も皆、ほっとした顔をしている。互いに距離感が測りきれなかったのだろう。

（本人がこの場に居ればどんなに喜んだだろうか）

　アンネはこれまでの仲間たちから唐突に離され、閉じ込められたのだ。きっと、寂しい思いをしているに違いない。

　ベルトランはこの場に自分がいることを申し訳なく思っていた。だが、だからと言ってアンネを呼んでくることはできない。

　王が現れたら、皆、萎縮してしまう。

「アンネ姉さん、結婚おめでとー」

「まさか王様を捕まえるとは、玉の輿すぎ、流石姉さん！」

「こら、不敬よ！　姉さん、おめでとう！」

　若い侍女が次々と抱きついてきて、髪飾りを渡してくれる。日ごろからアンネに世話になっていた新人たちだ。

「ありがとう」

「アンネちゃん、これ私たちから。皆で縫ったのよ」

「わあ、綺麗！　ありがとうございます」

　豪華な刺繍がされたレースのハンカチを渡された。王家のお針子たちが丹精込めて縫い上げた一品だ。これだけで一財産になるだろう。どれほどアンネが愛された侍女だったか思い知らされる。

「私たちからは……これ！　きっとこれで王様も大はりきりよ！」

「あ、ああ……わあ、凄い。ありがとう、ございます……これはすごい……」

　渡されたのは最近よく着るアンネが所有していたネグリジェよりずっと扇情的なナイトドレスで、ベルトランは正直ちょっと戸惑った。

　胸元にリボンがあるだけのほぼすっけすけのすっけすけである。もはや透けていないところがない。

　今、自分がアンネの体を使っている以上は着たくはないが、元に戻ったら着せたい。絶対。

「あ、アンネちゃん……あの、これ」

　若い男が花束を渡してくると、和気藹々としていた空気が一点、いきなり皆が固唾を呑んだ。

（こいつ、あれだ。アンネが好きなんだ）

　すぐにベルトランは気づいた。多分、彼がアンネに恋をしていることにアンネ以外は皆気づいている。

　それで、静まりかえったのだ。

　確か、老齢の庭師の元で修行をしている青年だ。

（別荘の庭係にでも飛ばしてやろうか）

「わあ、綺麗な花束、素敵！　ありがとうございます。わたしたちのお部屋に飾らせていただきますね」

「あ、わ……うん、すごく光栄だ。丹精込めて、育てたんだ……」

　ベルトランが気づかないふりをしながら強烈な牽制を放つと、ぽんと、老齢の庭師が青年の肩を叩いた。

　そして何人かがぽんぽんと背中を叩きながら青年を部屋の奥へと退場させていく。

　そうして、老齢の庭師が目の前に出てきた。

「アンネちゃん、良かったなぁ。こんな日が来るとは儂、思ってもなかった」

　ベルトランにとっても幼いころから知っている相手だ。根菜みたいで面白いと、球根を全部引っこ抜いて怒鳴られて追いかけられたこともある。

「はい、本当に。私も婚約できるなんて思いもしませんでした」

「アンネちゃんは儂らと同じ立場やったから、色々厳しいことも言われるやろう。そんときはいつでも儂らを頼ってええんやからな。頑張れよ」

「ありがとうございます」

　ベルトランは深々と頭を下げた。












「私の教育が行き届かず、茶番に付き合わせてしまい申し訳ございませんでした」

「まあ、そう言うな。むしろアンネがどれほど朋輩に好かれていたかわかってよかったよ」

　使用人用の食堂から出ると、侍女頭が待ち構えていた。せっかくのお祝いに水を差さないよう外で待機していたようだ。

「それで、どうしたんだ？」

　何か用があったから来たのだろうと水を向けると、侍女頭が唇を噛み、そしてゆっくりと口を開いた。

「あの猫の口を割らせました」

「へえ、どうやったんだ？」

「女の秘密です」

　にこっと滅多に見せない笑みを浮かべた己の乳母にベルトランは小さく頷いた。

「それで、どうすれば魔法は解ける？」

「あの猫も魔女から聞いただけだそうですが、入れ替わりの魔法は、二つのねじ曲がった魂が愛し合い、一つになれば自ずと正しい体に戻るそうです」

「……そうか」

（愛し合う。まるでおとぎ話のような解き方だな）

　わかっていたことだ。アンネに好かれてはいる、とは思いたい。だが、愛されてはいない。

　ただそれだけのこと。

「このこと、アンネには言うなよ」

「畏まりました」















　アンネは鏡の前で深いため息を吐いた。

「悩みごとですか？」

「いえ、えっと……大丈夫です」

「大丈夫でしたら、凜々しい陛下のご尊顔で間抜け面して思い悩みませんでしょう？」

（そうそう、これこれ）

　アンネは密かになじられて嬉しくなった。

　この手厳しい物言いが侍女頭の代名詞なのだ。新人の使用人は侍女頭にキツいことを言われて初めて一人前とまで言われている。

　ちなみに、キツいことを言われない人間は優秀なのではなく、言う価値もないと判断されるためで長続きはしない。

「私、このままでいいのでしょうか？」

「いいわけないでしょう。そのお体は陛下のものです。あなたが体を張って陛下を守ったことは元上司として心から感服していますが、早く元に戻るべきです」

「あ、はい、勿論そうなんですけれど、その話じゃなくて……」

「わかっています。陛下とこのまま結婚しても良いかということでしょう？」

「すみません」

　言うなればアンネはベルトランの婚約者になったことで元上司の上司になったのだ。

　やりづらいのはアンネだけではないだろう。

「私見を述べることをご許可いただけますか？」

「え、そんな。あの自由に話してください。侍女頭様は侍女頭様なんですから」

　アンネが両手を小さく振りながら返事をすると、はあーと、首を横に振られた。

「まず、その侍女頭様というのを止めていただけますか。あなたの体は今、陛下で、更に精神は陛下の婚約者でもあります。私のことは呼び捨てになさるか、侍女頭とお呼びください」

　アンネはその言葉にうっと詰まった。侍女頭が正しいことを言っているのはわかっているのだが……。

「その、仕事に戻ったときに気まずくなりそうで……」

「すべてが解決したら仕事に復帰できると思っているのですか？　アンネメリア・シュバルツ女伯爵」

「え？」

　考えたこともなかった。そうだ、アンネは元に戻ったら仕事に戻れるものだと漠然と思い込んでいた。

　そうして、いつものように朝、マリーディアのために花を摘みに庭に出て、散歩をしているベルトランを遠目に見て頭を下げるのだと。

「私……」

　そんな生活、もうできるわけがない。

　アンネはアンネメリアとなり今や女伯爵で、ベルトランの婚約者だ。

　たとえ元の体に戻って、婚約を解消したとしても、王城の侍女には戻れない。

「私は、アンネメリア様のその覚悟のなさが、二人が元のお体に戻れない原因だと考えています」

　ベルトランの乳母も務めた侍女頭の言葉にアンネは混乱した。

「侍女頭様、あ、いえ、侍女頭。仰っている意味がわからないです。いえ、わからないわ」

「わたくしは正直に申し上げますと、後ろ盾のないあなたよりも陛下にふさわしい花嫁はいくらでもいると考えております」

「……はい、私もです」

　それは、否定できない事実だ。アンネはベルトランの花嫁になるには何もかもが足りていない。

　美しさも、教養も、人脈も、家柄も。

「それでも、ベルトラン様が望まれたのはあなたです」

「それは、たまたま私と体が入れ替わっちゃったからで……」

「アンネメリア様はそんなに愚鈍な部下だったかしら？　まあ、この件は陛下とお話しいただくとして。いいですか、あの猫の世話をしているのは、私ですよ。またたびを餌に混ぜて酔わせて話を聞き出すくらい簡単です」

「えっ」

　アンネは驚きに思わず動きが固まった。

「あの猫、ちょっと撫でてやりながら甘やかしつつ胸に顔をうずめさせたら簡単でした」

　なるほど侍女頭は若いころはさぞやという美しさに加え、ほとんどないアンネとは違い立派な胸を持っている。

「そのこと、陛下には？」

「当然、お伝えしてあります。ですが、あなたには言うなと言われました」

「それなのに、私に仰っていいのですか？」

　慌てるアンネに対し、侍女頭は平坦な表情だ。まるで、覚悟を決めきっているかのような。

「よくはないですね。最悪、職を失うだけではすまないかもしれません」

　侍女頭はベルトランの乳母だ。彼をよく理解しているし、滅多なことでは怒らせるようなことはしない。つまり、これはベルトランのために口を開くつもりなのだ。

「それならなぜ」

「アンネメリア様に覚悟を決めて欲しいからですよ、王妃になるご覚悟を」

　アンネは視線をさまよわせ、逃げられなくなり、ついには侍女頭と目を合わせた。

「入れ替わりの魔法は、入れ替わった二人が愛し合えば解けると魔女は言っていたそうです」

「愛し合う……？」

「ええ、二つのねじ曲がった魂が一つになれば自ずと正しい体に戻るそうです。アンネメリア様は陛下のことがずっとお好きだったでしょう？」

「そんな、私、恐れ多い」

　首を横に振ろうとして、できなかった。嘘はつけない。

　そんなアンネの手を侍女頭がそっと握ってきた。

「隠さなくていいです。騎士でもないのにあなたは陛下を庇った。その意味を私はよくよく理解しているつもりです。あなたの気持ちなどずっとわかっていました。あなたはうまく隠しているつもりだったでしょうけれど」

「私……」

　肯定できなくて、でも、否定はしたくなかった。

「あなたは一介の侍女でした。どうにもならない恋なので、私はずっと黙っていました。真面目で分をわきまえた侍女であるあなたに端から恋を叶えるつもりがないことはわかっていましたから」

　そうだ、自分の立ち位置はよくわかっていた。叶わない恋だから遠目で見られるだけで幸せだと思っていた。

　まさか婚約できる日がくるなんて夢にも思ってもいなくて、確かに状況にはついて行けてないし、王妃になる覚悟もない。

「アンネメリア様、私は僭越ながらあなたをいつか侍女頭になる逸材だと思って育てていたつもりです。残酷かもしれませんが、私の息子と見合いさせて、いずれ陛下のお子の乳母になってくれればとさえ思っていたほどです」

「それは……」

　侍女頭の息子で、ベルトランの乳兄弟でもある青年の顔が浮かぶ。

　優秀な騎士だが、今は武者修行に出ているらしく、最近は顔を見ていない。

「自信を持ちなさい、私のためにも」

　はっと、アンネは顔を上げた。

「陛下は王です。それをひっくるめて愛しなさい。そうすれば入れ替わりの魔法はおのずと解けると私は信じています。覚悟を決めなさい。アンネメリア・シュバルツ女伯爵」

（今、私はどんな顔をしているだろう）

　きっと酷い顔をしている。












　扉が開き、先に入っていた国の重鎮たちの視線が隣にいるベルトランに突き刺さる。

　臣下の礼をする彼らの横も通り過ぎ、アンネは予定通り奥の席に座った。

「よく来てくれた。今夜は父の代からずっと支えてくれたお前たちに我が妻となる最愛の女性を紹介したいだけだ。そう畏まらなくていい。顔を上げてくれ」

　あらかじめ指示されていたとおりの台詞を言うと、それが合図になって、この場でベルトランの次に地位が高いらしい老人が前に進み出た。

　今夜は貴族会の長老たちとの食事会だった。

「このたびはご婚約おめでとうございます」

「ああ、ドルゼン。それにお前たち、祝いの品をありがとう。アンネメリアも私も気に入ったよ。なあ、アンネメリア」

「はい、さっそく陛下と一緒に鑑賞できる場所に飾らせていただいておりますわ」

　ベルトランがアンネに微笑みかけてきた。婚約の祝いに可愛らしく仲むつまじい二匹の犬が遊んでいる姿を模した置物が贈られてきたのだ。

『あれ、犬だから嫌いにゃ』

　アンネはとても可愛いと眺めて楽しんでいたのだが、ノワールは猫でなかったため気に入らないようだった。

　共犯者がこのなかにいないか、一応確認してもらうため、今回再びノワールを胸ポケットに入れていた。

「お気に召していただけて私どもも嬉しく思います」

　楽にしてくれ、と言うと、彼らはしずしずと席に戻った。

「食事としようか。アンネメリアはまだ公の場に慣れていない。だからこそ食事会は信頼しているお前たちを最初に選んだ。お手柔らかに頼むよ」

　ベルトラン曰く、信用できない狸じじいの集まりだという老人たちに練習した通りの言葉を投げかけると、皆一様に優しげに頷いた。

「いやあ、めでたいですなぁ。儂はもうご成婚なさる陛下のお姿を見ることは叶わずに死ぬのだと諦めかけておりましたぞ」

「これでまた長生きする理由ができましたな。結婚式だけは見てから逝かなければ」

「いやいや、跡継ぎ様を見るまでは私めはこの世にしがみつきますぞ」

「では儂は跡継ぎ様のご成人まで！」

　一人の老人がそう言うと、長老たちはどっと笑った。

　アンネは老人たちの命がけの冗談に笑っていいかわからず、口角をちょっとだけ上げるにとどめた。

「まあ、そういうのは授かり物だからな……」

「そうは仰いましても、我々は近々王子様かお姫様のお顔が見れるものとすっかり期待しておりますぞ」

　老人たちの視線がベルトランの腹に向かっている。

　妊娠させたから仕方なく、平民の娘に無理矢理爵位を持たせて結婚するのではと疑われているのだ。

「では皆様にはたっぷり長生きしていただきませんと。わたくしと陛下はしばらくは二人で新婚生活を楽しむつもりでございますので」

　アンネはちらりとベルトランに視線を向けた。絶対に跡継ぎの話になると最初から聞いていたが、先制攻撃までされているというのに余裕の笑みを崩していない。

「ほほほ、お優しいお言葉、嬉しく思いますぞ。それにしてもまさかシュバルツ伯爵令嬢いや、女伯爵がお相手とは。儂らは誰一人予想しておりませんでしたな」

「陛下も罪深いお方だ。何人の令嬢がこのご成婚で泣くことになるか」

「儂の孫娘は早速大泣きしておりましたぞ」

　皆一様に楽しげに話しているというのに、今、アンネの姿をしたベルトランが値踏みされているのだとひしひしと感じた。

　アンネは今夜の食事会に向け鏡の前でカトラリーの練習をしていた。カトラリーを配る側は慣れているが、使う側は久しぶりすぎてうまくできているか自信がなかったのだ。

　だが、長老達の視線は、舞踏会と同様に優雅に食事をするベルトランにしか向いておらず、何か、粗相をしないかとじっと見張っている。

『人間は何で食事をするのにナイフとフォークを使うにゃ。直接食べればいいにゃ』

　ノワールの言葉が頭に流れてきて、この場に居る人全員が犬食いをしているところを想像し、アンネは少し気が楽になった。

「なつかしいのぉ。アンネメリア殿のお父上、亡きシュバルツ伯爵とは何度かお話しさせていただいた覚えがありますぞ。静かなお方でしたが、お嬢様が一介の侍女から成り上がったことに今ごろきっと天国で喝采をあげてらっしゃるでしょうな」

「そうですね。大好きなお方との結婚を父にも喜んでもらえるかと思うと、わたくしも嬉しいですわ」

　ベルトランはにこやかにそう答えたが、アンネは亡き父は、今ごろ天国で頭を抱えているだろうなと思っていた。穏やかな人で、立身出世を求める質たちではなかった。

　生きていたら娘が王妃になるなど恐れ多すぎると、倒れていただろう。

「しかし、お父上がお亡くなりになって親族もおられないのでしたら、式場ではどなたさまとともに歩まれるおつもりですかな？　決まっていらっしゃらないのでしたら僭越ながら儂が立候補させていただきたいと考えておりますぞ」

　本来、式場で隣に歩くのは父親の役目だ。その役目を引き受けると言うことは後ろ盾になるということでもあるが、初対面の相手にそのようなことを言うのは、親切心ではなくアンネを軽く見ており傀儡にしようとしているからだろう。

『こいつら、むかつくにゃ』

　頭にノワールの声が響いた。

「お気遣いありがとうございます。リューゼン伯。ですが、わたくし、一人で歩くつもりですわ。陛下がお望みなのは誰かの助けが必要な王妃ではなく、隣に立てる妻ですから」

　一瞬、カトラリーを動かす全員が止まり、部屋が静まりかえった。王の婚約者がお前たちの助けなど必要ないと言い切った形になるのだとアンネが気づくまでしばらくかかった。

「そ、それはご立派なことですな。ところで、アンネメリア殿。陛下とはいつから愛し合っておられたのですかな」

「それは乙女の秘密ですわ」

　ベルトランは余裕の笑みでかわしているが、アンネはいたたまれない気持ちになった。

（私は、ふさわしくない……）

　己がベルトランにふさわしくないことはよくよくわかっていたはずだった。

　だが、最近はあまりにも近くに感じてしまって、そのことを忘れていたのだと突き付けられた気分だった。

　覚悟がないと侍女頭に言われたがその通りだ。体が元に戻った後、この悪意の中を上手く泳ぎきる自信がない。

「本来ならば叶わないはずの恋が上手くいったわけです。是非秘訣をお伺いしたいですな」

「そうそう陛下を襲おうとした下手人はまだ捕まっていないとか？」

　わざと事件を起こしたのではと疑われていることに気づいたとき、アンネは右手に持っていたナイフを落としていた。

（やってしまった！）

　ベルトランでは絶対にしないありえない無作法な失敗に、アンネはなんとか焦りこそ顔には出さなかったが、心は大荒れに荒れていた。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

「陛下、どうかお怒りはお鎮めくださいませ。皆、顔を青くしておりますわ」

　ベルトランがそっと右手を握ってくれて、ほっと力を抜く。

　アンネの無作法を、婚約者を馬鹿にされたことからきた怒りだと誤魔化してくれたのだ。

「皆様、実は犯人はとうの昔に捕らえており、陛下自ら取り調べをされておりますの。ただ、背景がややこしい人物ですので公表していないだけですわ。ご心配をおかけして申し訳ございません」

「そ、そうですか。それはようございました……」

　一人がそう呟くと、よかったよかったと老人たちが続き、アンネは味すらわからなくなった食事を口に運び会食を続けたのだった。












「舞踏会に引き続きまた失敗してしまい、申し訳ございませんでした」

　老人たちを見送り、アンネとベルトランは夜の庭を散歩していた。

「いや、むしろ王が婚約者をどれほど深く寵愛しているか奴らに思い知らせてちょうど良かったくらいだ、気にするな」

「………………はい」

『そうにゃ、あいつらが何言っても気にすることないにゃ』

　割と無神経なノワールが通常の大きさに戻って、肩の上に乗り慰めに出てきてくれたので、アンネは自分がどれほど落ち込んでいるのか把握した。ノワールに癒やしてもらおうと、抱きしめるため手を伸ばしたが、ぴょんと、逃げられた。

　いつものノワールならば、この後、男の体で抱きしめられるのは嫌にゃと言って、誰のせいでこうなったと思っているとベルトランを怒らせるくらいはしそうなのに、ノワールはニャーと一鳴きしただけだった。

　そして、アンネを不思議そうに見た後、無言で走り出した。まるで、どこにでもいる気まぐれな猫のように。

「ノワちゃん、どこに行くの？」

　だが、返事はない。

「どうせ姉上におやつでももらいに行く約束を思い出したんだろう。それより、二人でこうやって庭を歩くのは久しぶりだな」

「そうですね」

　今日も王家の庭は美しく完璧に整えられている。花でできた高いアーチをくぐり、二人でゆっくりと進む。

　ベルトランがまだ皇太子だったころは二人でこうやって庭を歩いていた。あのころは朝だったが。

　朝、マリーディアの部屋に飾るために庭で花を摘むアンネと、ベルトランの散歩に出る時間がちょうどかぶっていたからだ。

　ベルトランは散歩の終わりに朝の挨拶をするためマリーディアの部屋を訪ねる。アンネもまたマリーディアの部屋に戻るので、道中に話しかけてもらっていたのだ。

　前王と王妃が亡くなり戦争が起きるまでは、会えば二人で歩きながらとりとめのない話をするのが日常だった。

　別に約束をしていたわけではない。それにたいした話もしていない。

　天気とか、あの花が綺麗だとか、その程度の話。何の進展もない、ただの世間話。

　それだけでよかったはずなのに。それだけのことも叶わなくなり、ただ遠目で見るだけ。

　でも、それでよかったのだ。それが本来のあるべき姿だった。

　歩いているうちに、ベルトランと親しく話すようになったきっかけをくれた東屋についた。

　ここで二人、舞踏会からかすかに漏れ聞こえる音を頼りに一度だけ踊ったことがある。あのときとは違い今日は舞踏会もないため、かすかに虫の音が聞こえるだけで、あたりは静寂に包まれている。

「アンネ、好きだよ。ずっとアンネだけを愛してきた」

「……わたし」

　唐突に告げられた言葉を理解するのに、時間がかかった。

「わかっている。アンネには迷惑な話だ。だが、俺はずっとアンネだけを愛してきた」

　はたはたと涙が落ちていく。ベルトランの体で泣くわけにはいかないとわかっているのに、涙の止め方がわからない。

「……わたしも、わたしも、ずっと陛下をお慕いしておりました」

　そうでなければ、毎日毎日、時間を見計らって庭に出たりしない。

　ただただ、少しだけでいいからベルトランと同じ時間を歩みたかった。それだけだった。

「アンネ」

　自分の小さい体。とてもではないが、ベルトランに釣り合わない何にも持っていないアンネの体が目に入る。

　うつむくアンネにベルトランが背伸びをして唇が近づいてくる。

　アンネは身をかがませ、そっと目を閉じた。

















第五章












「陛下ーーー！　ご婚約者さまーーーー！　きゃーー」

「我らが陛下っ！　万歳っ！」

「陛下っ！　こっちを見てぇぇ！」

（国民の皆さん、中身が私でごめんなさい）

　建国を祝う国民たちに馬上から手を振りながらアンネは心の中で謝罪していた。

　建国祭では王が国民の前に出て、騎士たちとともに城下を一周することになっていた。

　国民に我が国の軍隊の屈強さを見せ、安心させることが目的らしい。

　ルドルフ曰く、戦争になるかもしれないと国民が恐怖するだけでも消費が落ち込み、経済が悪くなる。

　とくに今はまだ、隣国からの侵略を退けてからあまり経っていない上、アンネとベルトランが入れ替わる原因となった事件も起きた。だから、王が健康で強い指導者であると内外に印象づけるのはとても重要なことなのだそうだ。

　アンネはルドルフに指示されたとおり胸を張って笑みを浮かべ左右それぞれに手を上げ、できるかぎり沿道にいる国民に視線を向けた。

　ベルトランが近くで別の馬に乗っている。婚約者のお披露目は成功だろう。

　アンネなんぞよりもずっと堂に入った仕草で、且つ優雅に笑顔を振りまいている。

　もう何度か考えているが、本当に元の体に戻ったときに同じことができるのか心配である。

　そのとき、顔を知っている若い騎士が反対の方向から軍馬を走らせ、一気に距離を詰めてきた。

「伝令！　伝令っ！」

　様子を見ていた民たちは何ごとだとざわつき出し、近づいてきた伝令役の若い騎士が耳打ちしてくる。

「城でマリーディア様とルドルフ閣下が襲われました。マリーディア様はご無事ですが、ルドルフ閣下は危篤ですっ！」

「わかった、下がっていい」

　アンネは若い騎士にそれだけ伝え、近づいてこようとするベルトランを手で制し、何の問題もないとばかりに笑顔を作った。

　覚悟を決めろと、侍女頭はアンネに言った、今がそのときだ。

　今しなければならないのは、何ごともなかったように振る舞い、国民を安心させることだ。

　アンネは近くにいた騎士から国旗を受け取り、大きく掲げた。

　そうして馬を軽く走らせた。

　終点の王城前でする予定だった演習を少しここでするためだ。

　アンネが旗で指示を出すと、予定もしていなかったのに、一斉に騎士がぴったりと息の合った仕草で雄々しく動く。

　更に何度か指示を出すと、想定外の行動だろうに、騎士たちはみな付いてきてくれており、国民が歓声を上げて、盛り上がり始める。

（私は今、陛下の代わり）

　アンネはようやく王妃になる者に必要な覚悟が身についたと思えた。












　式典を無事に終え、城に戻るとルドルフは面会謝絶になっており、城内は大騒ぎだ。

　下手人はすぐに捕らえたが、自害を試みたため、拘束せざるを得ず、なかなか尋問できないそうだ。

「先ほどは急いで知らせに来てくれたんだろう、助かった」

　アンネは伝令役の若い、まだ騎士になりたてであろう青年の肩を叩いた。顔を真っ青にして頭を下げている部下を君主として労わなければならない。

　ベルトランならばそうする。

「い、いえ、慌ててしまい……その、式典中でしたのに、いたずらに国民を不安にさせてしまい申し訳ございません」

　きっとすでに誰かにこってりと絞られたのだろう。それならばアンネがあえて苦言を呈する必要はない。

「次から気をつけてくれればそれでいい。必死に走ってきてくれたんだろう。よくやってくれた」

「はいっ！」

　王に労われて感無量になっている騎士に、中身が偽物であることへのそこはかとない罪悪感を覚えながらも下がらせ、アンネはようやくみんなのいる客間に入った。

　そこにはベルトランとマリーディア、そして元気そうなルドルフの姿があった。

「ルドルフさん、お加減はいかがですか？」

「問題ありません。まさか式典の最中に襲われるとは思っていませんでしたが、囮作戦が上手くいって良かったです」

　ルドルフが眼鏡をくいっと持ち上げ頷くと、マリーディアが突然立ち上がった。

「嘘つき、あなた私を庇って大怪我しているじゃないっ！」

　感情的に声を荒げたマリーディアに、ルドルフが微笑みかけた。

「あの、マリーディア様。ちょっと斬られただけです。危篤のふりをしないといけないので、あらかじめ小瓶に入れて用意しておいた豚の血を咄嗟に服に振りかけたのが大げさにみえただけで、実際はたいしたことないです」

「ちょっと？　ちょっとってなにっ！　自分から危険に飛び込んで、馬鹿じゃないのッ」

　パアン、と派手な音がし、マリーディアがルドルフの頬を叩いていた。

「姉上、なんてことを！」

　ベルトランに叱られ、マリーディアは信じられないとばかりに、自分の手とルドルフの赤くなった頬を交互に見た。

「あ……私、ごめんなさいっ」

「マリーディア様っ」

　マリーディアが客間を飛び出し、ルドルフが追いかけようとしてぐっと顔をしかめ、腹を押さえた。

「じっとしてろ、縫ったばかりだろ」

　ベルトランが身体を支えるがしかし、ルドルフはなおも追いかけようとベッドを降りようとした。

「お二人とも、私が行きますので、ここにいてください」

　アンネはベルトランに視線を送るとわかっているとばかりに頷かれたのだった。












「マリーディア様、大丈夫ですか？」

　アンネは自室にこもってソファの上で膝を抱えるマリーディアの隣に座り、ベルトランの大きな手で背中を撫でた。

「ごめんなさい。迷惑をかけたわね」

「いいえ、ルドルフ様がご無事で良かったですね」

　そう言った瞬間、堪えきれなくなったのだろう。マリーディアがボロボロと涙を落とし、しゃくりをあげた。

　それはいつも王女らしく清く正しくあろうとしている主からはかけ離れた幼い姿だった。

「っ……私には泣く権利なんかないのに……」

「ルドルフ様はマリーディア様に心配されたら嬉しいと思いますよ」

「違うの、違う」

　アンネは力なく首を横に振るマリーディアに何がですかと、優しく続きを促した。

「わたくし、ルドルフを捨てたの」

「えっ！」

　それはマリーディアの侍女であったアンネにとっても初めて聞くことで驚きに声を上げた。

　二人が互いに思い合っていることは皆知っている。なのに、何故捨てるなどと。

「わたくし、ルドルフにプロポーズされていたの。勿論受けたわ。嬉しくて、嬉しくて。大喜びで受けたの。だけどその日の夜に両親が亡くなってね……」

　ああそうだ、アンネもあのころのことはよく覚えていた。

　優しかった王と王妃の突然の事故死に城中が火が消えたかのように消沈した。それでも跡継ぎとなるベルトランだけはいっそ風格すら感じる堂に入った様子で玉座についた。

　まだ成人もしていなかったのに。誰にも不安を見せなかった。

　あんな状況でマリーディアが嫁げたわけがない。

　彼女のことだ、年若いベルトランのため、自分がいつか政略結婚する必要がでるかもしれないとも考えたはずだ。

　実際、先王の突然の崩御と年若いベルトランの即位の混乱に乗じて、隣国は攻め込もうとしてきた。

「だから、わたくしに、ルドルフを心配する権利なんて、ないのよ。それなのに私ったら我を忘れて暴力まで……」

　そう言いながら組んだマリーディアの白く長い指は赤くなるほど力が入っていた。

「それなら、その権利を取り戻したら良いんじゃないでしょうか？　今はもうマリーディア様がご自分の想いに蓋をする必要なんてどこにもないじゃないですか」

　何を悩む必要があるというのか。もうマリーディアを縛るものなどないはずだ。

「だめよ、ベルトランを置いていけないわ……」

「そうですよね、陛下はまだまだお姉様がついていないとなんにもできないお年頃ですもんね」

　アンネは馬鹿馬鹿しいとばかりにソファに体を投げ出した。ベルトランの大きな体の重みにソファがきしむ音がする。

　自分の主人だったマリーディアにこんな失礼な態度をとるのは、当然、初めてのことである。

「ベルトランはよくやっているわよ！」

　ちょっとした演技でマリーディアが簡単に怒りだした。なんだかんだで仲の良い姉弟なのはずっと側にいた侍女だったからよく知っている。

「そう思われるのでしたら、陛下を理由にこれ以上逃げるのはお止めになるべきでは？　陛下にも失礼です」

　アンネはマリーディアの痛い所を突きにいった。

「そんな、今更。それに今はあなたたちが入れ替わっていて大変なんだから……」

「そうですね、今更ですし、今は時期が悪いですね。だから、姫様はここでずっと隠れてこそこそ泣きつづけるんですよね。今更だから、仕方ないですよね！」

　そろそろマリーディアはルドルフに向き合うべきだ。

　多分、向こうは向こうでルドルフ相手にベルトランも、今のアンネと同じようなことをしているという不思議な確信があった。

「もうやめて！」

「やめませんよ！　だって、姫様は自分が傷つきたくないだけです。自分が行動しない言い訳に私や陛下を使わないでくださいっ！」

「そんな、言い訳だなんて、私……」

「私の考え違いですか？　違いますよね？　私、ずっとおそばにいましたから姫様のことはよくわかっているつもりです」

　まくし立てるように言ってしまう。演技のつもりだったが、自分でも気づかないうちに実は結構腹が立っていたことにアンネは気づいた。

　本当はずっと、分不相応にも、好きな人に好きだと伝えても問題のない立場のマリーディアを羨み、嫉妬していたのだ。

「……違わないわ。アンネ、あなたが正しい。でも、私、だけど……」

　言い訳が続きそうだったので、アンネは更にまくし立てた。

「そうですね、私が正しいです。いいんじゃないですか？　このまま手遅れになって、そのうちルドルフ様にも新しく愛する方ができるかもしれませんけど。いえ、もういるかもしれませんね！」

　そのとき、バァァァァン、と無作法に扉が開けられた。

　血走った目をしたルドルフが飛び込んできたのだ。

「いませんよ！　いるわけがない！　私がマリーディア様以外を愛する日などきません！」

　ルドルフの一世一代の告白中に後ろからひょこっと呆れ顔のベルトランが顔を出してきた。

　いつの間に参加したのか、何故か、肩にノワールも乗せており、猫って意外と表情あるよね、とばかりにハラハラとした顔をしている。

「ル、ルドルフ。わたくし、あの日、あなたを捨てたのに……」

「理由はわかっていました。それにあなたがたとえもし、ほかの男を愛していたとしても、それでもいい。私は一生あなたを愛し続けます」

　飛び込んできたルドルフの言葉にマリーディアは頬を赤く染めて抱きついた。

「ルドルフ、ルドルフ……わた、わたくし、わたくしも、あなたを、愛しているの……」

　そのとき、パンと部屋に音が響いた。

　ベルトランがひしと抱き合う運命の恋人達がキスをしだす前に手を叩いたのだ。

「さて、思いが通じ合ったばかりの二人には申し訳ないが、ルドルフには国を出てもらう。王の名代として外交をしてこい、秘密裏にな。くれぐれもドローデ側に行動を悟られるなよ」

　ベルトランがそう言うと、ルドルフが顔を両手で覆った。

「やっぱりですか。やっぱりそうなるんですか、そうですよね。わかってましたよ……わかっていました……」

　ものすごく嫌そうである。大変嫌そうだ。

　アンネは可哀想な気がしてチラリとベルトランを見たが、偉そうに腕を組んでいる。

「王家の姫を娶とりたいんだろう？　これくらいしてもらわないとな」












「疲れた」

　ベルトランがアンネの小さな体を王の大きなベッドに投げ出した。

「お疲れ様です。私もなんだか今日は疲れました」

　滅多なことでは疲れないベルトランの体ですら疲れたのだ、アンネの体では相当だろう。

「あれ？　ノワちゃんはどこに行ったんですか？」

　自分が主役とばかりに、愛を語り合いたいはずの恋人たちの邪魔をしてはいないかとアンネは心配になった。

「知らないが、この時間なら、おそらくほかの野良猫と一緒に温室で寝ているだろう。侍女頭がノワールは最近、人間よりも猫とつるんでいると言っていた」

「それならいいんですが」

　アンネは使用人部屋から持ち出してもらっていた瓶酒を出した。前に町に行ったときにマリーディアとルドルフを上手く取り持てたら、侍女仲間と祝杯として飲もうと思って買って以来ずっと放置していた、それ。

　開けるとしたら、今しかない。

「陛下も飲まれますか？　庶民の安酒ですけど」

「いや、いい。この体ではすぐに酔いが回りそうだ」

「そうなんですよ。結構酔いやすくて。一口二口が限界です。だから、あんまり飲めなくて、でも二日目には響かないですよ。陛下のお体はお酒、強いですよね」

「好きに飲め」

「ありがとうございます！　実は一回、水で薄めずに原液で飲んでみたかったんですよ」

　アンネはそう言って封を外し、腰に手を当て酒瓶に口をつけた。

　そして、喉を鳴らしながらグイッ、ゴクゴクと飲んだ。

「ぷはーーー！」

「………………その、どこぞの山賊のような飲み方もしてみたかったのか？」

　ベルトランがあきれ顔でアンネを見ている。どれほど武骨に見えてもベルトランは元々はこの国で一番のお坊ちゃまだった人だ。

　育ちが良すぎる彼にはとてもではないが信じられない行いなのだろう。

「はい！　元の体ではちょびちょびしか飲めませんので、一度やってみたかったんですよね」

　以前、城下町でこうやって一日の労働の後に美味しそうに飲んでいるおじさんをみかけて羨ましかったのだ。

「夢が叶って良かったな。やっぱり俺にも寄越せ」

　ベッドであぐらを掻き手を伸ばしてきたベルトランにアンネはちょっとためらった。

「飲みさしですよ？」

「もっとすごいこと散々したろ？」

「それは、まあ、そうですが……」

　アンネはベッド脇に座り酒瓶を手渡すと、ベルトランはさっそく同じように瓶に口を付けてゴクリと、飲んだ。

「ゴッ、ぐ、ゴホっ、ゴホっ」

「大丈夫ですか？」

　アンネが慌てて背中を擦ると、ベルトランに軽く睨まれた。ちょっと涙目だ。

「何が一口二口だ。この体、全然飲めないだろ」

「すみません。お水で薄めましょうか？」

「いや、いい。アンネが飲め」

「はい」

　瓶を口元に持ってこられたので、アンネは逆らわずにまた一口飲んだ。

「陛下？」

　ベルトランがアンネの膝の上に乗ってきたので、まだ中身が残っている酒瓶をこぼさないよう横にやった。

「アンネ」

「はい」

「口を開けろ。お前で薄めて飲む」

「へ、いか。あ……んっ」

　舌が絡んでゆったりと唾液が絡む。これは合図だ。

　下半身に手がかかり、大きくなり始めたそれを服の上から手のひらで撫でられる。

　アンネもまたベルトランのネグリジェの上からきゅっと胸の先を摘まんだ。

「んっ！」

　下着をくつろげられ、すぐに硬くなってしまったそこを両手で擦ってもらうと、気持ちが良く、アンネがお返しに胸の先を弄るとその度、ベルトランの腰が小さく跳ねる。

（感じてらっしゃるんだ、可愛い）

「あっ、こら、強い、もっと優しく」

　アンネはまだ途中だったが、衝動のままにベルトランを押し倒した。

　そうして、ベルトランの下着をとって、脚を開かせた。

「濡れてらっしゃいますね」

　指摘すると、ベルトランに軽く睨まれた。しかし、その頬はうっすら染まっている。

「仕方ないだろう。アンネの体は感じやすいんだ」

　この前、すぐに果ててしまったのを中身がアンネだからだと言っていたのに。いささか理不尽ではあるが口には出さず、指先で小さな丘に触れた。

「あっっ！」

　ぐりぐりと指で弄り、空いた手で、胸の先をきゅっと摘まむ。

　簡単にとろとろと濡れそぼった場所にアンネは性急にベルトランの太い指を差し込んだ。

「んっ!?」

「あ、すみません。まだ痛かったですか？」

　ベルトランが眉をひそめているのでアンネは慌てて指を抜いた。

「全く、近ごろアンネはここばかり弄ろうとする。もっとこの体を大事に扱え」

　叱られてアンネは小さくなった。

「それは……」

　でも、どのみち自分の体ではないかと反駁しようとしてすぐ、今はベルトランが使っているのだから、彼に痛い思いをさせてしまうのだと、反省する。

「挿れたいのか？」

　耳元で囁かれ、アンネはコクりと頷いた。

　初めて指を入れたときから、ずっと、狭くて熱いこの中には入れればどれほど気持ちがいいだろうかと夢想していた。

「まさか俺が諭す側に回るとは思っていなかったが、結婚するまでは駄目だ」

「……わかっています」

　わかってはいるのだ。わかっては。ただ、衝動というものはどうにも消せない。

「まったく、仕方ないな」

　ベルトランが喉で笑うと、ネグリジェを脱ぎ、ごろんと横になった。

「陛下？　なにをなさるんですか？」

　そうして、ベルトランはベッドサイドにあった香油を見せつけるようにゆっくりと股の間にかけた。

「おいで、アンネ。ここに」

　ピタッと脚をそろえて両足を上げ、股にできた小さな隙間を指さす、ベルトランの意図するところがわからず、アンネは困ってしまった。

「ああ、わからないか。なら寝転べ」

「はい」

　言われたとおりベッドに横になると男性の象徴が天高く上を向いていることがよくわかり、アンネは気恥ずかしさから目をぎゅっとつぶった。

「ふひゃっ！　あっ」

　アンネは驚きに目を見開いた。

　ベルトランが覆い被さってきており、隆起していたそれに圧迫感を得る。

　いつもより強い快楽が体に走り、ああっと声を上げた。

「へ、陛下、挿入ってます。そんな、処女だったのに、こんな。はじめてなのに」

　先ほどは結婚するまでと言ったではないかと、非難すると、ベルトランは喉で笑った。

「大丈夫、ただの素股だ。まだ、処女のままだから安心しろ」

　そう言いながらベルトランは小さな腰を前後に動かした。

「とはいえ、この体だと小さくて難しいな。こっちのほうがやりやすいか？」

　そう言うと、ベルトランが四つん這いになり、きゅっと太ももをしめた。

「ここに挿れるといい」

　そうしてできた太ももの隙間に後ろ手に指を差し込み、アンネに使う場所を教えてくれる。

「んっ」

　狭い太ももの隙間に、アンネはゆっくりとそれを差し込んだ。

「アンネ、気持ちいいか？」

「はい」

　でも、足りない、もっとしたい。もっと擦り付けたい。

「動いても良いですか？」

「好きにし、あ！」

　次の瞬間、アンネはベルトランの腰を掴んで、体を揺さぶり始めた。

「んっ！　元気だな……」

　寝室に肌がぶつかる音が響く。今日もまた、アンネは早漏になってしまいそうで、せめてベルトランを感じさせようと、快楽の小さな丘に当たるように擦ると、ビクンとベルトランの背中が震えた。

「こら、もうちょっと、ゆっくり、あっ！　んっ」

　もだえる様子が可愛くて、無防備な背中を舐める。舐められるとこの体が弱いことには気づいていた。

「ひゃっ、ああっ、こらっ」

　腰を掴んでいた手を片方だけ胸に持っていき、きゅっと摘まんだ。

　そうすると、常に主導権を握っておきたいベルトランが崩れていく。

　大きなベルトランの体の下でアンネの小さな体が、逃げ場がなくてビクビクッと震えている。

　その様が可愛くて、もっと酷くしたい。

「陛下、もう、出てしまいそうです」

「だから、あ、人の体でっ、こらえ性のないっ。俺はこんなに早くないっ。もっと頑張れ」

　アンネは堪えるため下半身に力を込めた。でも無理だ。覚え立ての快楽は簡単に理性を飛ばしてしまう。

「陛下……好きです」

　愛しくて愛しくて苦しい。

　この人を愛している。覚悟だって決めた。でも、元には戻らない。

「あっ、俺も……ん、だ！」

（嘘つき……）

　恨み言が出そうになって代わりに更に激しく責め立てた。

「ああ！　待て、激しい、止め、んんんっ！」

　ぎゅっとベルトランがいっとき硬直し、ゆっくりと弛緩していく。

　汗がびっしょりと体をぬらして、ようやくベルトランに快楽を極めさせたのだと気づく。

　だが、アンネは止まらずにまだ腰を動かした。

「ちょっと、待て、ん、っやすませ……ひゃ」

　拒絶の言葉を言わせたくなくて、背中を舐め上げた。

　ベルトランが体を支えていた腕を震わせて崩れていく。そのせいで、突き出す形になった尻を両手で掴んで、締めさせた。

「陛下、陛下、好きです。大好き、愛してますっ」












「アンネ」

　アンネはベッドの上で、大きな体を小さくしていた。

「はい」

「動けない」

　ベルトランが両手を大きく広げ、疲労に体をぐったりさせている。

　一度果てただけでは止まれず、三度ほど付き合わせた結果だった。

「すみません」

「全く、お前はガツガツしすぎだ。性行為を覚えたてのガキでもあるまいに。いや、覚えたてか」

　ベルトランが眉間を揉んだ。

「…………はい、すみません」

「喉が渇いた」

「すぐに」

　アンネは急いでベルトランの体を抱き上げ、濡れたベッドからソファに移動させ、グラスに入れた水を渡した。

「お拭きしますね」

　アンネが体を拭こうとすると、それは拒否され手巾を取り上げられる。

「そこまでしなくていい。自分でする」

　ベルトランの中で何か基準があるのだろう。アンネとしては世話を焼きたいのだが、すべてを任せてはくれない。

「シーツを替えてきますね」

　離れようとすると、手を掴まれたので、ソファの側で跪いた。

「ここにいろ」

「しかし……」

「なんだ？」

「その……また、したくなってしまうので……」

　そう言うと、ベルトランがぎゅっと腕で体を抱いて縮めた。

「ど、どれだけしたと思っている。この獣が！　こんなに華奢で可愛い体にこれ以上無体をするな！」

「元は陛下のお体じゃないですかー！　性欲旺盛なのは私じゃなくて陛下です！」

　アンネが反論するとベルトランも言い返してきた。

「五月蠅い。俺はちゃんと理性で抑え込んでいた、理性で！」

「陛下が最初に手出ししてこなければ私だって我慢できましたよ、多分。でも、陛下が我慢は体に良くないって仰ったんじゃないですか」

　ベルトランがうっと言葉に詰まるも、すぐに反論してきた。

「だから毎晩面倒をみてやっているだろう！　大体一回が早すぎるから、満足できないで何度もしたくなるんだ。この早漏め！」

　ピシッと指を指され、アンネは唇を噛んだ。

「……酷いです、人が気にしていることを」

　しゅんと落ち込んでみせると、途端にベルトランが焦り出す。

「い、いや、今のは俺が悪かった。その、アンネが元の体ならば、イキやすいのは欠点ではなく、長所なわけだしな」

「でも、このまま元の体に戻れなかったらずっと早漏です」

「練習を積めばなんとかなる！　俺だって最初は早かった！」

　突然の告白に、アンネはぷいとそっぽを向いた。

「そうやって昔の女性経験を婚約者に話すだなんて配慮がないです」

「わかった、全部俺が悪かった！」

　アンネは焦るベルトランの姿に実はちょっと面白くなってきていた。

「未亡人といちゃいちゃして楽しそうでしたね」

「………………嫉妬しているのか？」

「悪いですか？」

　アンネはベルトランの体だというのに上目遣いをして睨みつけた。

　しかし、睨まれたはずのベルトランはこの上なく嬉しそうに微笑んだ。

「この世で一番かわいい」

　頬に口づけが降りてきて、アンネは目を合わせた。

「ベル……陛下」

「ベルトランでいい。アンネにはそう呼ばれたい」

「ベルトラン様、ほかの女の人は見ないで」

「そもそもアンネに惚れた時点で、彼女なら城を下がらせたよ。俺はアンネしか見ていない。だからアンネも俺だけを見ていてくれ」

「…………仕方ないので許して差し上げます」

　アンネは言葉に詰まったが、なんとか微笑んだ。

　だってこれは嘘だ。確かに未亡人はいつの間にか城からいなくなっていた。でもそれと自分は関係ない。

　本当にアンネがベルトランに愛されているのなら、とうに魔法は解けているはずなのだから。

「もうしないので、抱きしめて寝ても良いですか？」

「シーツは替えろよ」

「はい、ただいま」

　元は侍女なので、シーツを替えるなんてアンネにはお手の物だ。

　ぱぱっと濡れたシーツを剥ぎ取り、新しいシーツをピシッと整えてみせると、先ほどまでアンネが着ていた大きなシャツを羽織った裸足のベルトランがその様をすぐ後ろに立って見ていた。

「綺麗にできるものだな」

「そりゃあ、慣れておりますから」

「戻りたいか、侍女に」

　どこの世界に降嫁した王女に仕える王妃がいるだろう。方々から批判されるのは火を見るより明らかだ。

「覚悟は決めたつもりです」

　成り行きでならせてもらった侍女の仕事だったが、マリーディアに仕えられたことはアンネにとって誇りだった。それでも、戻るつもりはない。

　後ろからぎゅっと抱きつかれた。

「……今ならまだ、俺から逃げられるぞ。体が元に戻った後、嫁入りした姉上に付いていき侍女を続けるという手ならある」

（本当は、ご自分が私を嫌になっただけじゃないですか？）

「今夜のベルトラン様は弱気ですね」

　どうして入れ替わりの魔法は解けないのだろうか。

　アンネはベルトランが好きだ。ベルトランだってアンネが好きだと言ってくれた。

　それなのに、ずっと二人はこのまま。元に戻らない。

「無理矢理に婚約をさせた自覚はある。それでも、どうしてもアンネが欲しかったんだ。愛している」

　ベルトランはアンネが愛し合えば元に戻れると知っていることは知らない。だからこんなことを言うのだ。

　これは、全部嘘。魔法を解くための方便でベルトランが自分自身にそう言い聞かせているだけ。

　それでも、このすべてが、嘘でも良い。

「ずっと好きだったとお伝えした言葉に嘘はありません。確かに、王の婚約者という立場に怯えていないと言えば嘘になります。それでも、どこまでも」

（おそばに居ます。いつか、決断すべきその日まで）

　アンネは言えない本音を呑み込み、微笑んだ。












　それは、昨夜のこと。

「アンネメリア様、今よろしいですか？」

　ベルトランがマリーディア主催のお茶会に出席しており、アンネはぽつんと王の寝室で国の歴史について書かれた本を読んでいたのだが、いつの間にかその手が止まっていたようだった。

「勿論。どうぞ、座ってちょうだい」

　アンネは本を閉じ、何故かノワールを抱いてやってきた侍女頭に椅子に座るよう手で促した。

「ありがとうございます」

　しかし、侍女頭はノワールを抱いたまま座らずにアンネの近くに跪いた。

　一瞬ぎょっとして、でも、アンネは態度に出さなかった。

　今、彼女はアンネの上司ではない。アンネは王の婚約者という立場なのだ。

「ノワール、言いなさい」

『……やっぱり言いたくないにゃ』

　ノワールがぷいと首を横に向けた。

「どうしたの？　お城の花瓶でも割っちゃった？　大丈夫よ、私がいっしょに陛下に謝りに行くわ」

「いいえ、違います。このところノワールの様子がおかしいと思いませんでしたか？」

　アンネは侍女頭の言葉に頷いた。

「ええ、なんだか最近、普通の猫っぽいなと」

『……おそらく魔女様との主従契約がほとんど切れかかっているにゃ。魔女様が生きていることは辛うじて感じるけれど、このままだとにゃーは魔女様のこともお前たちのことも忘れて、ただの猫に戻ってしまうにゃ』

「なにかできることはある？」

『魔女様を救う、それしかないにゃ……。でも、きっと魔女様は酷く弱っていて、お前たちを元に戻す魔力はないにゃ。だから、にゃーが元の猫に戻る前に、最後の解き方を教えるにゃ……でも……うにゃ……やっぱり……』

「そのこと、陛下には？」

「言っておりませんし、伝えるつもりもありません。あの方には絶対に選ばせられない選択肢ですから」

　侍女頭は見たこともないくらい罪悪感に濡れた顔をしていた。

　それで、アンネは珍しく言いよどむ侍女頭の手を取った。

「私は王の、ベルトラン様の妻になる覚悟がようやく決まった気がしているの。だから、大丈夫」

　アンネは今、ベルトランを真の意味で愛していると言えた。彼を取り巻く環境ですら愛する覚悟を決めていた。

（だけど、それでも入れ替わったままだということは私の問題ではなく、問題は陛下）

　あれだけ好きだと言われたのに実際は、愛されていないのだという事実に胸がズキズキと痛む。

「教えて、ノワール」

　本当は予想が付いていた。こんな表情をして侍女頭とノワールがやってきたのだ。

　これは確認作業でしかない。

『にゃーはアンネのことが結構好きにゃ。あのいけ好かない王様より』

「ありがとう」

『にゃーが、にゃーが、にゃーが、もっと力がある優秀な使い魔だったら、ご主人様を自力で助けられたし、入れ替わりの魔法だって自分で解けたにゃ！　でも、にゃーは元は魔女様の山で行き倒れていただけのただの猫にゃ。にゃーはほんとは弱くてだめな使い魔にゃ』

　ノワールの自己嫌悪が痛いくらい自分に刺さる。

　アンネはぎゅっとノワールを抱きしめた。

「ノワール、そんなこと言わないで、あなたのことが大好きよ。私も、あなたの魔女様も」

　そうして聞き出した、魔法の解き方は予想していたとおりで、アンネはそれでも笑った。

「教えてくれてありがとう。そのときが来たら、私は必ず、やり遂げるわ」

















第六章












「ノワちゃん。行きましょう」

　アンネは東屋のど真ん中を陣取って寝転んでいるノワールに声をかけた。

　だが尻尾を軽く動かしただけで、無視されてしまう。

　あれから完全に猫に戻った様子のノワールは、一日を日なたぼっこしたり、ほかの猫とじゃれ合ったりして過ごしている。

　アンネはノワールを抱き上げた。ちょっと嫌なのだろう、にゃっと鳴くも、暴れはしなかった。

「アンネ、ノワちゃんの様子はどう？」

　マリーディアが心配そうに腕の中のノワールをのぞき込んできた。

「相変わらずです。なので、連れて行って馬車で待機させようかと」

「そうね……。それがいいわ」

　ノワールはときたま、大使館の方向に向かって鳴く。ひどく寂しげに。

　だから、魔女がいるはずの大使館の近くまで来られれば、元の生意気な使い魔に戻るかもしれないと一縷いちるの望みをかけていた。

「姫様……」

　今までありがとうございました。と言いかけて口をつぐんだ。

　戦いに行く前から、最悪の事態を考えてしまっていることに気づかれたくない。

「二人とも、無事に帰ってきてちょうだいね」

　アンネはこれまでの感謝を込めて、深く、己の主だったマリーディアに頭を下げた。

「必ず、陛下をお守りします」












　大使館が見えてきてアンネは馬車の中で、ふーーーと息を吐いた。

　それにしても、豪華な建物だ。

　土地こそ、戦後、和平の証しとして国が貸し出した場所だが、建物は隣国の税金でまかなわれた。

　国の威信がかかっているだろうからみすぼらしくするわけにはいかないのだとわかってはいるが、ガラスを贅沢に使用した外観の横に長い屋敷は、いったい幾らかけられたのか、想像するだけで恐ろしい。

（いよいよね）

　ノワールはどうやら元に戻らなそうだ。アンネの膝の上でゴロゴロ言っている。馬車の中に置いていくしかないだろう。

「最近、何か思い悩んでいるな。俺はそんなに頼りないか？」

「え？」

　アンネは向かい側に座るベルトランの突然の言葉に小首を傾げた。

　今日のベルトランも大変お洒落だ。だが、そのドレスの下は武装している。スカート部分は取り外せる上、武器を隠し持っているのだ。

「悪い、なんでもない。既に手は打ってある。必ず守るから怖がらなくていい」

「……はい、大丈夫です」

　緩やかに馬車が速度を落としていく。アンネはノワールが逃げ出さないよう籠に入れて蓋を閉めた。

「しばらく我慢してね」

「にゃー、にゃーー！」

　閉じ込められて嫌なのだろう。がたがたと籠が揺れる。

「ごめんね、ノワちゃん」

　馬車が入り口の前で止まると、恭しく扉が開かれたので、ベルトランを伴って馬車を降りた。

　目の端に映る柱の装飾はどれも細やかでいっそ下品だ。

　何から何まですべてに金をかけすぎている。

　それは大使館内も同じなようで、隣国の財政困難など知らぬかのように美術品が所狭しと飾られている。

　だが、元侍女のアンネから見ると掃除は行き届いていないようで、端にほこりがたまっていた。

「これはこれは、ベルトラン陛下に婚約者様、ようこそお越しくださいました」

　階段の上から響いた声に、アンネは驚きに目を見開きかけて耐えた。それは舞踏会に招待された別の国の大使たちも同様で、眉をひそめている。

　ベルトランはこの国で最も尊い地位にいる人だ。

　いくら大使館内はこの国の領地ではないとはいえ、ベルトランに対して公の場で声をかけられる前に話しかけるだなんてあり得ない。

　この男はどこまで思い上がっているのか。

「やあ、大使。ずいぶんな歓迎をありがとう。女伯爵で婚約者のアンネメリアだ」

　嫌味交じりに返事してみたのだが、通じただろうか。視線を向けてきた大使にアンネは頷いた。

　ベルトランが美しい所作で、だが頭は下げずに微笑んだ。

「アンネメリア・シュバルツ女伯爵ですわ、初めまして」

　高慢な笑みを浮かべ、ベルトランが見下すような視線を大使に送ったので、大使の片眉がピクリ、と上がった。

「お美しい。陛下はお幸せですな」

「ああ、彼女のおかげで毎日が楽しいよ」

　当たり障りのないことを言いベルトランの肩に手を回し頭にキスを落とした。

「これはこれはお熱いですなー。私の妻なんぞは本当に面白みのない女でして、国に置いてきてやりましたよ」

　わっはっはと大使が一人で笑うと、ベルトランが口を開いた。

「奥様も今ごろ面白みのない夫と離れられて楽しんでいらっしゃるでしょうね」

　流そうとしたアンネとは違い、ベルトランのあまりに明確な嫌味に、背中に冷や汗が伝うのを感じる。

「な!?　……そうそう、陛下。お越しいただいたばかりで申し訳ないが、是非とも内密にお話ししたいことがありましてな、二階の私の執務室までご足労願えますかな」

　一瞬、眉を逆立てた大使はしかし、すぐに気を取り直した。

「いいだろう」

「駄目ですわ」

　ぎゅっとベルトランがアンネの腕に手を絡めた。

「わたくし、一瞬たりとも陛下と離れたくありませんの」

「ほっほ、それは困りましたなぁ。しかし、女性にはつまらない話なので遠慮願いたいのですがな」

　アンネは見せつけるようにベルトランの頬を撫でた。

「可愛いことを言う。だが、ここで待っていてくれ。な？」

「……わかりましたわ」

　不満を示すため、むううと唇を尖らせたベルトランにアンネは苦笑する演技で返した。

　これからしばらく、ベルトランとは離ればなれだ。覚悟を決めていたはずなのに、なんて心細い。

　アンネはそれでも笑みを浮かべた。

「では、行こうか。大使殿」












「順調じゃないか。あのルドルフとかいう若造を排除した甲斐があったというもの」

　表向き、国境の兵士は大幅に削減した。本当はすぐ近くに隠れさせているのだが、命令は遂行しているようには見えるだろう。

「関税や税金のことももう命令は出してあるにゃ。誓約は成した。だから魔女様を解放するにゃ」

　アンネはあらかじめ決めておいた嘘をつき、一生懸命怒っているノワールの演技をした。だが、そう簡単に魔女の身柄を返してもらえないのは予想していた。

「それよりあの生意気な女。あれはなんだ、教えろ」

「突然おかしくなった王のために宰相が用意した婚約者にゃ」

　アンネはあらかじめベルトランに指示されていたとおりの嘘をついた。

「だからあんなにこざかしいのか。まあ、いい。殺せ」

　にべもなくされた命令に、アンネは背中が冷えた。

「にゃーは良き魔女の使い魔にゃ。人間に害はなせないし、お前との契約もこれっきりにゃ。早く魔女様を帰すにゃ」

　ドローデ大使が嫌な笑みを浮かべた。

「ふん、役立たずめ。まあいい、儂自ら殺す楽しみがあるというもの。いいだろう、ついて来い」

　アンネはドローデ大使の後ろを歩いた。すると、壁に見せかけた隠し扉から執務室を出て、隣室から隣室へと歩かされ、ついには裏庭に出た。

（あれが、魔女が閉じ込められている、小屋）

　アンネはゴクリとつばを飲み込んだ。

「はやく魔女様にあわせるにゃ」

「そう、せかすな」

　小屋の前に立っている兵士にドローデ大使が横柄に手で指示を出した。

　そうして扉が開かれた。中は武器庫になっているようで、大量の武器が並んでいる。

　そして、その中心に……。

「なに、これ？」

　アンネは目の前の光景に思わず演技を忘れていた。

　そこにいたのは魔女、ではない。大きな、ベルトランの背丈と変わらない大きすぎる氷の結晶だった。

　近づくと、光が反射して、キラキラと輝き、真ん中に人が入っているのが見えた。

　美しい人、美しすぎる人、それはあまりに神秘的でそれでいて作り物のようだった。

「この愚かな女は自分で自分に氷漬けの魔法をかけたのだ。さあ、持って帰るがいい、持って帰れるものならな！」

　とてもではないが、無理だ。いくらベルトランの大きな体だとしても、こんな大きい物一人で抱えて逃げられない。

「魔女に何をした？」

「うちの若い連中がちょっと遊んでやろうとしたらこんな風になっただけだ。馬鹿な女だ」

　ふはははははと、ドローデ大使が高笑いをしている。

　アンネは唇を噛んだ。彼女は身を守るため、こうせざるを得なかったのだ。

　それは、アンネとベルトランが元に戻る方法が一つだけになったということでもあった。

「これからも儂の言うことを聞いてもらうぞ、猫！　使い魔の分際で人間様に逆らうとどうなるかこれでわかっただろう！　ええっ？」

　首根っこを掴まれて揺さぶられる。ドローデ大使はその醜い本性を隠そうとすら思っていないのだ。

　キィィと音がして、扉が開いた。

　逆光の向こう側、計画では出てくるのはもっと後のはずだったが、ベルトランは既にドレスのスカートを外し、隠し持っていた剣を抜いている。

「な！」

「その汚い手を離して投降しろ、ドローデ！　見張りの兵士なら既に倒した。そしてこの大使館もすぐに制圧できる」

　バリーンと窓が複数枚割れる音がした。潜り込ませていた間諜が人的被害の出ない場所をあらかじめ割り出し、爆破したのだ。

　火事だーーーと、人々が騒ぐ声が聞こえる。

「おい猫！　この女を殺せっ！」

　バンと背中を叩かれて前に出される。そのままアンネは急いでベルトランの背中に隠れた。

「猫！　何をしている、この女の身柄が惜しくはないのか！」

「残念ながらお前のもくろみは既に終わっている」

　ふっと、ベルトランがドローデ大使をあざ笑った。

「舐めるなよ、こむすめぇぇぇ！　我が王が儂をこの国に配置なさったのは、この国を攻め込むための急先鋒としてだっ！」

　ドローデ大使が上着を脱いで、壁に置かれた剣を抜き、一気にベルトランに詰め寄った。

「ぐっ！」

　ベルトランとドローデ大使が打ち合うも、ベルトランが押されている。

「弱い弱い弱いぞ、こむすめぇぇぇ！」

　当然だ、アンネの体は小さくて、弱い。元の体ならば難なく勝てるはずの相手にすら勝てないのだ。そうしてついにベルトランが剣ごと弾き飛ばされ、ドン、と壁に体を打ち付けた。

　頭を打ったのだろうか。ベルトランは床に転がって、体を起こそうとして失敗した。

「このっ！」

　アンネは咄嗟にドローデ大使に体当たりをした。

「ぐっ！」

　倒れたドローデ大使に馬乗りになり、力任せに顔面を拳で殴りつける。

「何をする！　魔女がどうなっても……！　いや、お前、猫ではないな。そうか、お前、本物か！」

　アンネがもう一度殴りつけようと拳を振り上げたときだった。

「剣を奪えっ！」

　ベルトランにそう命じられるのと、ドローデ大使が剣を突き付けてきたのは同時だった。

「ふっ、ベルトラン王は強いと聞いていたが、戦い方の一つも知らないじゃないか。まあ、体面のための嘘などよくあることだ」

　ぐいっと強く押され、アンネはドローデ大使の上から落とされた。

　ひたりと剣先が再び首筋に突き付けられ、動けない。すこしでも動けば剣がベルトランの体を傷つけてしまう。

「お前のようなゲスと一緒にするな」

　壁を伝ってベルトランが立ち上がった。だが、ふらついていて相当痛む様子だ。

　それなのに、次の瞬間、ベルトランは勢いよくドローデ大使に体当たりをした。しかし、ドローデ大使は後ろに数歩よろめいただけだ。

「よくも女の分際でっ！　いや、女だからこの程度の抵抗しかできないのか。ふふ、ついに追い詰めたぞ、王も！　この国も！」

「大使館内で他国の王を傷つけるのは貴国にとっても損なはずだ、止めろ」

　ベルトランがアンネを庇うため、両手を広げた。

「それがどうした！　ここは儂の大使館。どうにでもごまかせるわ！」

「はっ、国際社会が納得するわけがない」

「言い訳を考える時間はいくらでもある。この国にはこいつのほかに正当な王位継承者がいない。ベルトラン王さえ死ねば必ず国は乱れる。そのすきに我が国が占領してくれるわ。だからまずは王を殺してくれるっ！」

「させない！」

　ドローデ大使とベルトランの問答がどこか遠くで聞こえる。

（今なら、殺せる……）

　小さな背中を見つめながら、思った。そうだ、今ならやれる。

「……この入れ替わりの魔法ってなんだかんだで解く方法は三つもあるらしいんですよ。一つは、魔法使いに解いてもらう方法、もう一つは愛し合うこと。そして最後の一つは……」

「アンネ？」

　静かに立ち上がり、こんな中でいきなりぼそぼそと語りかけてきたアンネにベルトランは困惑した声を出したが、こちらを振り返りはしなかった。

　だが、お構いなしにアンネはベルトランを力尽くで振り向かせ、首に手を這わせた。

　これこそが、ノワールが言っていた最後の方法。

「なんだ、何をしているっ!?」

　ドローデ大使が声を荒げている。時間はない。アンネはベルトランの首にかけた手の力を込めた。

「ぐっ、アンネ、なにを……」

　引き寄せて耳元で囁く。

「お一人なら逃げ切れます」

「あ、アンネっ」

　ベルトランが足をばたつかせ、蹴られるが、この体はびくともしない。

「はーっはっはっは！　何だ？　気でも狂ったか、ベルトラン王っ！」

「悪いが、正気だ。この体をお前たちに辱めさせる気はない。ただそれだけだ」

　アンネはドローデ大使に対し、それらしい嘘をつくと手を叩いて喜ばれた。大笑いだ。

「これは見物だ！　いいだろう、いいだろう！　殺せ、その生意気な女を！　殺してしまえっ！」

「さようなら、愛しい方。私を愛してくださらなかった酷い人」

「っや、……めろっ」

　もう、堕ちる。アンネの手に食い込んで痛かった爪の力がどんどん弱くなっていく。

「止めません。あなたと私の命、優先すべきはどちらか、わかりきっていますもの」

　ベルトランは苦しいだろうな。アンネにはベルトランを守っていい理由があまりあるほどある。

　だが、ベルトランには今、アンネを守って良い理由が一つもないのだ。

　見ているだけの恋だった。

　朝の一瞬だけの邂逅。

　あの時間が好きだった。庭に花を切りに行く朝だけ、ベルトランに会えた。

　ただひととき、瞬きほどの短いそのときだけ、目が合う。

　逸らすのはいつもアンネから。

　臣下の礼をして、ベルトランが通り過ぎるのを待つのだ。

　たったそれだけの関係しかない恋だった。

　それ以上に関係を築くことはない。

　終わりしかない恋。これがこの恋の終わり。

　アンネは一筋だけ涙を流し、それでも微笑みかけた。












　視界が酷くおぼろげだ。薄れていく瞳には、魂が見えているのか、それともただの幻覚か。

　かすむ視界の向こう側、本物のアンネが泣いているように見えた。

　わかっている。この体が死ねば、アンネの魂も死ぬ。そういうことだろう。

　そういう解き方もあるだろうと予想していたことだ。

　見ているだけの恋だった。

　ずっと愛してきたが、手に入れるべきではないとわかってもいた人。

　アンネを婚約者にしたのは己の欲に忠実に行動した結果にほかならない。

　婚約者にしなくとも隣に置く理由はいくらでもあった。

　愛人にならば簡単にできた。一言、相手をしろと言えば、アンネは逆らえない。不安定で後ろ指を指されるような立場に、無理矢理に納めてしまいたいと思ったことは一度どころの話ではない。

　ただ愛していただけのはずなのに、自分を慰めるためにする妄想は年々、嗜虐性を増していく。

　まだ王になる前は、普通だった。

　優しく口説いて恋人になって、都合のいい展開で貴族に戻して、自分で摘んだ花を捧げて、妻にして、恥ずかしがるアンネを優しく抱くのだ。

　それが最近では、怯えるアンネを押さえつけて、清純さの塊のような侍女のお仕着せをビリビリに破いて、美しくまとめられた髪を乱して、悲鳴を上げる口をキスで塞いで、ずっと見たかった体をじっくりと視姦して、好きなように触れて、舐めて、痛がったとしても逃がさずに己を突き立てて、気絶するまで好きなように華奢な体を揺さぶって、涙も汗も全部舐めて、そうして、陵辱の証しが溢れ出ていく様を見たいとまで願っていた。

　いつまで自分は我慢できるのか。年々、妃を娶れという臣下の声は大きくなっていく。そもそもこの国には己以外の正当な跡継ぎがいないのだ。もう潮時だとわかっていた。

　そもそも、ベルトランは隣国と停戦してからはアンネとは一切話さなくなっていた。

　皇太子だったころは朝の散歩にかこつけて挨拶や天気の話程度の日常会話を楽しんでいたが、戦後は散歩だけで、目も合わせないようにしていた。

　いずれは別の、貴族の女性を娶らなければならないとわかっていたからだ。そしてアンネに自分以外の誰かと幸せになって欲しかったから。

　間違っても、俺の物になれと命令してしまわないように。

　それでも、城にいられる日は毎朝、散歩をした。

　晴れの日も、日差しが強い日も、雨の日も、寒い日も、風の日も、毎日、毎朝、絶対に散歩だけは欠かさなかった。

　姉のために花を摘むアンネの横顔を遠目で見る、それだけのために。

　だが、まさか、アンネに爵位を返す機会が転がり込んできて、その上、妻にする言い訳までできるとは。

　あの冗談のような求婚は、本気を悟られて逃げられないため。

　王妃は覚悟がいる立場だ。いつかベルトランとともに殺される日が来るかもしれないほどには。それなのに、戸惑うばかりでなんの覚悟も決めていないアンネにその座を押し付けた。

　アンネを一生、自分に縛りつけたくて、逃がしたくないから。

　本人には伝えていないが、アンネとの婚約を発表した結果、方々から受けた反発は凄まじい。

　お茶会で恥を掻かせようと、足を引っ張ろうとしてきた者を蹴散らすのに苦労した。

　それは予想していたとおりで、いっそ運が良いとさえ感じていた。

　入れ替わっている間ならば、言葉でなじられるのも、最悪、命を狙われるのもアンネではなくベルトランなのだ。

　元の体に戻るまでに全てのカタをつけきれると思っていた。それまでアンネを城の奥に隠し続けるのだと。そうすれば守りきれると。

　その結果が、これだ。

（アンネが俺のために自分を殺そうとしている……）

　それは、愛の告白以上に、愛していると告げているかのような行為。

　こんなにも自分勝手な男に向けられるには優しすぎる好意。

　ここまでされて、愛されていないなんて、そんなわけがない。

（苦しい……）

「……ア、ンネ……キス、してくれ……」

　震える声で絞り出した。

　それが死にゆくものへ与える最後の夢だと思っているのだろう。アンネがわなわなと震えている唇にそっと唇を重ねてきた。

「さようなら、陛下」

（今だ！）

「いっっっ！」

　全力でガブっと唇を噛み、その拍子に、手から力が少し抜けた隙を狙って全力で急所に蹴りを入れた。

「っあ！」

　驚きと感じたことがないであろう痛みにアンネは後ろに転げた。

　そうしてようやく大きく息を吸って、ゴホゴホと激しく咳き込む。この華奢な体にかなりの負荷がかかったはずだ。首には確実に赤い跡が残っているだろう。

　それでもベルトランは倒れなかった。

　愛しい女がここまでしてくれたのだ。こんなところで負けてはいられない。

　人間、最後は根性だ。

「いいか！　俺はまだ諦めちゃいないっ！」

「なんで……」

「入れ替わりが何だ、戻らないなら戻らないでそれでいい！　お前が俺のものならそれだけでいいっ」

「……あ」

　アンネの瞳から痛みだけではない涙が溢れた。

「でも、私たちは元には戻らないじゃないですか！　陛下が私を、愛していないから……」

「はあっ!?　ふざけんな！　どっかの魔女が決めた愛とやらの基準と俺の愛してるって言葉、どっちを信じる！　どちらが信じられる、アンネっ！」

　アンネが息を止めた。そして、ゆっくりと瞬く。まるでベルトランの言葉を味わい、深く理解するため咀嚼するかのごとく。

「陛下……へいか、私……、私もこのままでいいです。あなたと一緒にいられるのなら、なんだっていい」

「ええい、何をごちゃごちゃと！　殺さないというのなら、儂が殺してやるっ！」

　ドローデ大使が再びアンネに向かって剣を振り上げた。

「止めろっ！」

　ベルトランが手を伸ばした、そのとき……












「にゃー」

　とてとてとてとて。

　小さな足音をさせながら、ノワールが小屋に入ってきた。

　ときが、止まっていた。

　ドローデ大使もベルトランも固まっていて動かず、アンネもまた痛みは忘れたものの動くことはできず、それでもなぜか目だけは動かせた。

　ノワールは馬車の中に置いてきた上、籠の中に入れてもいたのに、自力で抜け出したのだろうか。

　ただの黒猫となっているはずのノワールは人間たちの争いになど目も向けず、顔を上げて氷漬けになった己の主人を見た。

「にゃー、にゃー!!」

　氷をひっかく、ひっかく、ひっかく。だが、小さな、どこにでもいるか弱いただの黒猫には傷一つつけられない。

　それでもノワールは何度も何度もひっかいていく。

『おやめなさい、ノワール』

　ふと、女性の優しい声が頭に響いた。

　視線の先で、透けて、浮いている魔女の思念のようなものと、ノワールが会話しはじめた。

『魔女様、助けにきたにゃ。早く逃げるにゃ！』

　ノワールが前足を必死に動かして、魔女の思念を掴もうとしているが無意味だ。

『無理よ、ノワール。この氷は時間以外では溶けないわ。でも、だからこそ安全なの、どうあがいても彼らに私を害することは不可能だもの。私はここに残っても大丈夫。だから、すべきことをなさい』

『嫌にゃ、嫌にゃ！　魔女様と逃げるにゃ！　人間なんぞどうでもいいにゃ！　にゃーは魔女様さえ無事なら……』

『よくはないでしょう？　お前は優しい子だもの。私の可愛いノワール、すべきことはわかっているはずよ』

　ふわふわと撫でられないのに、そのつま先まで美しい魔女の手がうつむくノワールの頭を撫でた。

『………………にゃーにとって魔女様が一番大切なことは変わらないにゃ。でも、友達を助けたいにゃ』

『ええ、できるわ。あなたなら大丈夫。だって私の優秀な使い魔だもの。できないことなんてなにもないわ』

『そうにゃ、にゃーは魔女様のできる使い魔にゃ！　やるにゃ！　やってみせるにゃ！』

『その意気よ。さあ、お行きなさい！　これより、我と我が僕ノーヴァ・ワンダリング・ルフトシュピーゲ三世は誓約魔法を結ぶ。我が残存魔力をすべて譲渡する代わりに、友を助けよ！　お前の願いは我が願い、我が願いはお前の願い、闇を司る獣よ、我ら主従の力を示せ！』

　魔女が毛並みに沿って触れたところからノワールが光り輝いて変わっていく。

　真っ黒な毛並みはより艶やかに、瞳は鋭く、体はどんどん大きくなっていく。

　以前見たときよりも、もっと大きく。

　最早、猫ではない。いつか図鑑で見た虎のような姿。漆黒の使い魔。

　ノワールが咆哮ほうこうを上げた。

　魔力を譲渡しきったせいだろうか、魔女の思念がふわりと消えると、世界に音が戻っていき、アンネは再び戻ってきた痛みを堪えながらすぐさま足を動かして、剣を振り上げるドローデ大使の腹を強い力で蹴った。

『お前たち、乗るにゃ！』

　アンネはノワールの背に飛び乗り、手を伸ばしてすれ違いざまにベルトランを片手で抱き上げた。

「ノワちゃん、ありがとう！」

　そのとき、後ろから笛の音が響いた。ドローデ大使が鳴らしているのだ。

　その音に武器を手にした兵士が集まって来て、ドローデ大使も走ってくる。

「王を捕らえろ！　殺せっ！」

『させにゃいっ！』

「ええい、射殺せ！」

　弓矢がノワールを狙って飛んでくるも、ぴょーん、ぴょーんとその凄まじい跳躍力を持って避けていく。

「ちょこまかと……囲めっ！」

　シャーと威嚇するノワールに対し、じりじりと兵士たちが近づいてくる。

『お前らみんな入れ替わるにゃーーーー！！！！』

　ノワールが叫ぶとピカッと周囲が光り、魔法が炸裂した。

「うお、俺の体がっ！」

「なんだこいつ！　って俺」

「俺がお前で、お前が俺っ！」

「おかーさーん！」

　入れ替えられた兵士たちが騒いでいる。大混乱だ。

「ええい、お前らが誰でも、入れ替わったままでもいい！　とにかくやれ！　あいつら全員殺せ！」

　大使の声が響く。だが、どの兵士も聞いちゃいない。

「ノワール！　俺たちをもう一度入れ替えろっ！」

　ベルトランがノワールの背で叫んだ。

「そんなことしたら、余計苦しいだけにゃ！」

「一瞬で良い！　一瞬で大使を制圧してやる！」

「ええ、耐えてみせますっ！」

　アンネもまた強く頷いた。

『……わかったにゃ。入れ替われっ！』

　ピカピカっと目の前に閃光が走る。

　そうして次の瞬間、ベルトランは近くに落ちていた剣をとった。

　全力で蹴り上げた股間の痛みも頭痛も吐き気もかなりのものがあるはずなのに、その動きは素早く、力強い。

「お前たち、何をしている、早く殺せっ！」

　大使が叫ぶも、敵兵はまだ混乱中で統率がなく、すぐさま制圧されていく。

　そうしてついにベルトランが、ドローデ大使と剣を打ち合うのだと思った。

　瞬間、アンネにはよく見えなかったほどのすさまじい剣技でベルトランは大使の首に突き付けた。

「俺の、俺たちの勝ちだ」

「っ、殺すなら殺すが良い！　だが覚えておけ。お前は大使館で大使を殺すんだ！　戦争が起きるぞ！　我が王はこの機を逃されるようなお方ではないっ！」

　はははは、とドローデ大使が先ほどまで自分がしようとしたことを棚に上げ、笑い出した。

「いいえ、戦争は起きませんよ」

　騎士を引き連れたルドルフが入ってきた。その後ろに他国の大使たちも連れている。

　潜り込んでいた間諜、ベルトランの乳兄弟で侍女頭の息子が、各国大使を避難にかこつけて連れ出すため、大使館に火を放ったのだ。

「やれやれ、まったく、強行軍でしたよ。我が王は人使いが荒い」

「な、危篤のはずでは……」

　ルドルフの登場にドローデ大使は目を見開いた。

「い、いや、それよりも、治外法権であるこの大使館に軍隊で乗り込むなど我が国に対する宣戦布告だ！　国際社会がなんと言うかな！」

「ここはもう大使館ではない」

　ベルトランは大使の首に突き付けていた剣を下げた。その代わりにルドルフに合図された騎士が大使を捕らえた。

「は？」

「王が無益な戦争を起こそうとしていると知り、虐げられ続けた国民はついに自分たちで新しい王を擁立することにした。亡き前王の血筋である新王を」

「お、お前たち何をしたっ！」

　秘密裏に進めていた作戦は正直、間に合わないと思っていたが、そうでもなかったらしい。

「新王にとっても前王派のお前は邪魔な存在だ。そこで、彼は新しい大使を立てた。勿論、大使やその家族や部下が使う屋敷は友好の印として我が国が用意させていただいた。そこが今の大使館だ。お前はもう大使ではないし、ここも治外法権ではない」

　ルドルフが新王からの書状を懐から取り出し、各国大使に見せつけた。

「新王から伝言を賜っております。今回の政権奪還への金銭的なご協力とご尽力に感謝する。前大使については、好きにしていい、と」

「そ、そんな……」

　どさり、と大使がへたり込んだのだった。

















第七章












　鏡の前、アンネは侍女頭に服を整えてもらっていた。やっぱりタイを結ぶのは難しい。

　元の体には戻れなかった。

　魔女に力を譲渡されたため、ノワールは使い魔としての意識を取り戻したものの、結局、魔法はかける専門で戻せないらしい。

　ノワールはごめんにゃ、と軽い謝罪で済ませようとしたため、今度こそ窓から落としてやると激怒したベルトランに追いかけ回された。

　流石猫と言ったところか、ほうぼうのていとはいえ逃げ切ったため、現在は、おやつ抜きの刑に処せられている。

　これは秘密だが、うるうるおめめで見つめてくるため、アンネとマリーディアは隠れてあげてしまうことも、実はよくある。

「ご結婚、おめでとうございます」

　珍しく侍女頭がにっこりと微笑んでおり、アンネもまた嬉しくなって笑い返した。

「ありがとう」

　事件後、アンネもベルトランも、後始末をルドルフに任せ、二人してバタンと倒れたそうだ。入れ替わったままの状態で目覚めると二人して王の寝室に寝かされており、侍女頭が寝ずの看病をしてくれていた。

　そうして、アンネとベルトランが落ち着いたころに、自分を処分するように進言してきたのだ。

　アンネメリア様に自殺するようにお願い申し上げた責任をとらねばなりません、と。

　この件に関してはアンネは自分も共犯だと感じていたうえ、ベルトラン自身も、侍女頭を責めると言うよりは、自分が追い詰めてしまったと責任を感じており、結果、降格処分のみに留まった。

　だが、当然、侍女頭まで務めた人物を部下にしたい勇気のあるものはおらず、実質の隠居である。

　地位はなくなったが、知識のある人なので、知恵を借りに来る者も多く、基本的にはベルトランやアンネの側で侍りながら、ゆっくりしてもらっている。

「今だからお伝えしますが、陛下が毎日散歩をされていたのはあなたに会うためだったんですよ」

「えっ？」

　あれは偶然ではなかったのか。

「陛下のおそばで働いている者は皆、気づいていましたよ。陛下が誰を想っていらっしゃるか。アンネメリア様と陛下が想い合われていることを知りながら、ただ皆で見て見ぬふりをしていました」

「庭に出る私を止めないでいてくださり、ありがとうございました」

　婚約者になったばかりのときに諭され、アンネは侍女頭への敬語をやめていたが、今だけは頭を下げた。

　上手くいかない恋だと彼女は確信していたはずなのに、それでも止めないでいてくれた。それがどれほどありがたいことか、今ならわかる。

「今更ですが、今日を迎えられてわたくし、本当に嬉しいです」

「私もです」

　侍女頭の瞳がすこし、滲んで見え、アンネもまた瞳が潤んだ。

「アンネ、俺の顔で泣くな」

　控え室に入ってきたベルトランの声にアンネは振り向いた。

「凄い、綺麗なドレスですね」

「違う、そうじゃない。ドレスを褒めるな、ドレスを。この世で一番可愛いとか、この美しさは女神も裸足で逃げだすとか、あるだろう？」

「いやあ。よく似合っているドレスを選んでくださったとは思いますが、それはないです」

　なんてったって、ドレスを着ているのはアンネの体なのだ。この世で一番可愛くは見えない。

「あ、でも、見てください。完璧な新郎姿だと思いませんか？」

　結局、二人の体は元に戻らないまま、結婚式を迎えた。

　アンネはよくはないけれど、これでいいと思っていた。

　何をもって入れ替わりの魔法がアンネとベルトランが愛し合っていないと判定しているのかはわからない。

　だけど、別に魔法ごときに理解されなくとも、アンネはベルトランに愛されているし、ベルトランはアンネを愛している。今ならば、心から自信を持って言えるからだ。

　前にベルトランが王妃になるからには誰かに支えてもらわずとも、一人で式場を歩くと伝えていたが、それは実現しなかった。

　だって、どんな道も二人で歩みたかったから。

　この道をともに歩んで送り出してくれる親はいないけれど、二人ならばどこまでだって行ける。

　アンネはこれから一生、ベルトランの代わりに王として生き、王として死ぬこととなるかもしれない。

　不思議と、怖くなかった。

　だって、二人いっしょだから。

　花嫁のベールを下ろし、見つめ合う。

　先ほど、ドレスが綺麗と言ったが、ベルトランが磨いてくれたアンネの体はなかなかのもので、この世で一番可愛いとは言わないものの、自分史上もっとも可愛いとは言える。

　キスするときはいつもベルトランからなのだが流石に人前での結婚式のため、花嫁のベールを下ろし、アンネからしようと顔を近づけると、にわかにベルトランが耳まで真っ赤にした。

（可愛い）

　いつもこちらを振り回すくせに、主導権を握られたら急に恥ずかしがるだなんて知らなかった一面だ。

　この表情をほかの誰にも見せたくなくて、大きな手を頬に添え、アンネはキスしたのだった。












「ずっと、このときを待っていた」

　ベルトランにベッドに押し倒されて告げられた言葉にアンネはくすりと笑った。

「結局、入れ替わったままですけどね」

　あれだけ元の体に戻ってから抱くことにこだわっていたのについに今日、アンネがベルトランを抱くことになった。

（お嫌だろうな、ずっと私を抱きたがってらっしゃったわけだし……）

　アンネの考えを読まれたのだろうか。ベルトランが額を合わせてきた。

「まあ、望んだ形ではないが、いいんだ。アンネが俺のものになるならそれでいい」

　服に手がかかり、ボタンを外されたので、アンネも自分で袖から服を落とした。

　筋肉がしっかりとついた男の体。

　入れ替わってから鍛錬をサボってしまっているので筋肉が落ちてはいないか心配である。

　体を動かすのは嫌いだが、このベルトランの完璧な肢体を保つためならば頑張るべきか、でもやっぱり運動はしたくないなと頭を悩ませていると、アンネの下半身をベルトランが勝手にくつろげてきた。

「あの……」

「安心しろ、もうこれ以上アンネを待たせないよう、自分でほぐしてきた」

　男前なことを言う、ベルトランはアンネのお気に入りの透けたネグリジェを勝手に着ており、下着を着けていない。

「ちょっと、待っ！」

　そうして勢いよく、アンネの上に乗ると、既に硬く勃ち上りはじめた切っ先を容赦なく突っ込んできた。

　そのとき……。

　目の前がピカピカと光に包まれた。












「愛し合うって、こっちの意味か！　今までの我慢は何だったんだっ！　俺の我慢を返せ、魔女めっ！」

「…………んっ」

　アンネはベルトランの怒声が聞こえた気がして、意識を覚醒させた。

「ベルトラン様？」

　喉から出た声が高い気がする。ベルトランの名を呼ぶと目が合った。自分の目ではなく、ベルトランの黄金の瞳と。

「……アンネ、大丈夫か？　気分は悪くないか？」

　打って変わって優しい表情を作ったベルトランの大きな手が頭を撫でてきたので、アンネは自分自身の手を見た。

「あ……、私たち、元の体に」

「戻ったよ、アンネ」

　唇が合わさり、背中を撫でられる。そうして体中、髪から足先まで。全てがアンネなのだと確かめるように。

「元に戻れて、良かったです」

　アンネはぎゅっとベルトランに抱きついた。

「ああ、俺もだ。やっとアンネを抱ける」

「あ、ん……」

　首筋に柔らかく唇で触れられ、ビクビクと体がしなる。

「アンネ、舌を出せ」

　言われるがまま口を開き舌を出す。唇が合わさり、アンネはベルトランの背中に手を回した。

　ネグリジェに手がかかり、下へとずれていく感覚がしてアンネは手で胸を覆った。

「こら、見せろ。もう何度も見てるんだから恥ずかしがるな」

「わかっていますけど……」

　恥ずかしいものは恥ずかしいのだと抵抗する手を繋がれて、何度も指先にキスをされる。

　そうして、ベルトランの唇が胸の先を食み、ちゅっちゅっと吸い出され、甘く噛まれた。

「あんっ！　ま、待って、くださっ」

「わかってる、アンネはこれが好きなんだ」

　反対の胸を爪でカリカリと弄られ、アンネの体はびくびくと震えた。

「あん、んっ！」

　アンネの手はシーツを掴んでいた。そのせいで背中は浮き、ベルトランが舐めやすいよう胸を突き出すような形になっている。

「あ、ああ！　ベル」

　むき出しの内ももに手が這い、撫で回され、脚が開いていく。

　大きな手がネグリジェの中に入り込んできて小さな丘に触れ、そして下りる。

「入れ替わってよかったことは、アンネの感じるところを知れたことだ。ほら、好きな場所を弄ってやるから力を抜け」

　アンネはふるふると首を横に振った。これまでベルトランの体で散々我慢してきたため、彼の体の状態はわかっているつもりだった。

「あの、大丈夫です……。その、ほぐしておいてくださったんでしょう？」

　だからもう挿れて、とは流石に恥ずかしくて口には出せなかったが、意図は伝わったようでこめかみにキスが落ちてきた。

「駄目だ、そんなもったいないことはしない」

　アンネはとろけきったその場所にベルトランが指を入れてくるのだと思った。

　だが、ベルトランはアンネの太ももに手を乗せると押さえてきて、更に、じっくりと嬲るように見てくる。

「ちょっ、陛下っ！」

「こら、二人きりのときは名前を呼ぶ約束だろう？」

「あっ、っだめ」

　こんな状況でそんなことを言わなくていいじゃないかと反駁する隙すらなく、ベルトランはじっとりと顔を近づけてきた。

「見せろ、入れ替わっていた間、流石にここまでは見えなかったんだから」

「や！」

　ベルトランが舌を出し、ねっとりと尖りを舐めてきた。アンネがどうすれば感じるかよく理解している動きで追い詰められていき、下腹部がひくひくと収縮する。

「ぁああああ！」

　次に濡れてトロトロとなっている入り口をちゅっと吸われた。

「よく濡れてるな」

「ひゃ！　待って、待って、待ってくださっ！」

　舌がまさかの体内に入り込んできてアンネは首を大きく振り、髪がシーツを跳ねて音がする。

「ああん！」

　再び尖りを吸われ、ようやく指が入り込んできた。

「あ……ぁああっ！　あん、あんっ！」

「ここだよな、この体はこうされるのが好きなんだ」

　指が軽く折り曲げられ、内側を最初は優しく、段々と強く弄られていく。

「ああ！　ああ！　も、あ！」

　それだけで簡単に軽い頂点に連れて行かれ、アンネはくてんと、ベッドに寝転がった。

「まったく、この程度でほんとうに感じやすい」

　ベルトランの指が更にもう一本入ってきて、今度は二本の指で交互にうごめかれ、また高められる。

「ん、あっ、もっ、まってぇ」

　アンネは感じすぎてもうつらいところまできているのに、ベルトランの舌が、アンネの小さな尖りにちょんと触れ、ゆっくりと舐め上げてきた。

　とろけきったそこに、また指が増やされ、アンネの中でうごめいて、拡げていく。

　その指はアンネが感じる場所を知り尽くしていて、身もだえることしかできない。

「ああっ、は……あ、あっ」

　お腹の奥が、熱い。酷く熱い。ずっと熱い。

　なんだ、入れ替わっていたころ、アンネばかり求めていたのだと思っていたが、ベルトランだってきっと酷くもどかしかったはずだ。

　どれほど高まったころだろうか。指が出て行き寂しくなると、ベルトランが覆いかぶさってきた。

（ああ、ようやく……）

　ついにベルトランの妻になるときが来たのだ。

　ずっと、このときが来るのを待っていた。諦めながら、でも諦めきれないまま。

　そのとき、ふと、ベルトランのベルトランが目に入った。

「え？　これ無理じゃないでしょうか？」

　ひゅんと、アンネは冷静になった。普通に考えて無理だ。大きすぎる。

「お前が何度か、この可愛い体に挿れようとしたモノだが？」

「………………それは、そうですが、受け入れる側に立って初めてわかる恐ろしさと言いますか……」

「俺は覚悟を決めていたが？　そうか、アンネは俺のために覚悟を決めてくれないのか？」

「あう……わかりました。どうぞ、ひと思いに」

　アンネはちょっと涙目になりながらも決意を込めて強く頷いた。

「無理だと思ったら、ちゃんと言え。絶対にやめないが、止まりはする」

　ゆっくりと、壊れ物を扱うかのようにそっと、ベルトランが中に入ってきた。

　ぐぐぐっと奥へ奥へと突き立てられていきアンネは唇を噛んだ。

　頭を撫でられ、手で髪が梳かされて、心地が良い。

　痛みから気をそらそうとしてくれているのか、ちゅっちゅっちゅとベルトランの唇が頬に、顎に、首に、谷間に、腹に落ちていく。

「大丈夫か？　息をしろ」

「へ、いきです」

　じくじくと、拡がった初めての場所が痛みを訴えてきていたが、アンネは努めて呼吸を繰り返した。

「痛むんだな。今日はこれでやめにしておくか？」

「さっき絶対にやめないって言ったくせに。ベルトラン様が早漏じゃないって証明してください」

　アンネがわざとベルトランを煽り、背中に足を回すと。ベルトランの瞳がギラリと光った。

「っ、後で泣き言を言っても、もう遅いからな」

「ふ、あ、あ！」

　そうして、ベルトランはアンネの腰を持って少し背を浮かせると、ぐぐっと奥まで入ってきた。

「ああっ！」

　開いた口にベルトランの口が重なってきて、舌を絡められる。

　負けじと吸って見ると、喉で笑われ、唇が離れていった。

「可愛い、可愛いな、アンネ」

　重ねられた手をぎゅっと握ると、ベルトランが奥を打ち付けるように動き出した。
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「ああ、あん、あっ」

　ベルトランの太くて長い指でも届かなかった場所が開拓されていき、アンネはされるがまま声を出すことしかできなくなっていた。

「ああっ！」

「愛してる、アンネ、愛してる。可愛い」

「はぁ、あっ」

　浅い、指で弄られたときに感じ入ってしまう場所に当てるように何度も擦られ、アンネは体が頂上にたどり着こうとしていることに気づいていた。

「アンネ、俺のものだ」

　そう、耳元で囁かれた瞬間、アンネは感じたことのない愉悦に抵抗することなく身を任せた。

　意図せずに下腹部に力がぎゅっと力が入り、ベルトランが息を詰める。

「…………ふへ？」

　呆然としている間に、ベルトランが何故か出て行ってしまった。

「あっ！」

　いきなりひっくり返され、ベルトランが腰を掴んで後ろから入ってきた。

「ああっ！　待って」

「駄目だ。俺はまだ出してないんだ。挑発した責任はちゃんととれよ、アンネ」

　これが、先ほどかけた早漏疑惑に対する返答だとばかりにベルトランが再びアンネを喘がせ始めたのだった。

















エピローグ












『うにゃー、やめるにゃー、魔女様を舐めるにゃ！　にゃーの尻尾も引っ張るにゃ！　まったく、父親に似て乱暴すぎるにゃ！』

　まだ幼い息子は力の加減がわからないうえ、ノワールに嫌がられているのに遊んでもらっていると勘違いしてあー、だーと歓声を上げている。

「ずるい、私もノワをよしよしするの！」

　娘がノワールを息子から取り上げようとし、引っ張り合っている。

『二人とも離すにゃ！　痛いにゃ！』

　しかし、横に付いている侍女はその様子を優しくとろけるような瞳で見つめている。たしなめるつもりはないのだ。

　これがあれだけ厳しかったはずの元侍女頭の姿なのかと少々戦慄しつつ、アンネは我が子たちとノワールの間に入った。

「こら！　ノワちゃんが嫌がっているでしょ！」

「まあまあ、ほかの猫にしたら問題だが相手はノワールだからいいじゃないか」

　ベルトランが横から口を出してきて、アンネは腰に手を当てた。

「ほかの猫にしてはいけないことはノワールにもしてはいけないことです！」

　ベルトランは甘い父親だ。いや、甘すぎる父親だ。ベルトランが議会の反対をねじ伏せ、女性にも継承権を与えたためこのままいけば娘は次期女王で、息子もいずれは国で要職に就くのだ。今からしっかり物事のどおりを教えておかなければならないというのに、すぐ邪魔をする。

　あと未だにノワールのことをちょっといじめたがる。ノワールも仕返しをしているので、仲良く喧嘩しているというのが正しいだろう。

　ノワールが王城の野良猫から王家の預かり猫に出世してはや五年。アンネも今や母親となっていた。

　だが、魔女の氷は未だに溶けていない。

　ノワール曰く、彼女が元に戻るのは今日かもしれないし百年後かもしれないそうだ。

　その日までは城で大切に守っていくつもりだ。

　だから、ちょっと異質かもしれないが警備の厳重な宝物庫ではなく、談話室で過ごしてもらっている。

　聞こえているかはわからないが、暗い場所よりも家族の声が響く楽しい場所のほうがきっと寂しくないから。

　いつか自分が死ぬまでに魔女と話すことができたら、あなたの猫はあざといところを含めて可愛いと伝えるつもりだ。

　きっと同意してくれるだろう。

『そうだそうだ、猫差別反対にゃ！』

「騙されてはいけませんよ、妃殿下。この前はにゃーは偉大なる魔女様の使い魔にゃ、そこらの猫と一緒にするな！　と言っていましたから」

　ルドルフが赤子を抱きながら口出ししてきた。

　今日は、マリーディアとルドルフの間に生まれた二人目の赤子のお披露目会なのだ。

「まあまあ、ノワールちゃんが都合のいいのはいつものことじゃない」

　マリーディアが放った会心の一撃にノワールがうにゃっ！　と小さなあんよを胸に当てている。可愛い。

　あれから、なんとか戦争は回避し続けている。

　長らく国民を苦しめていた政権が倒れた隣国は、我が国だけでなく周辺国の援助もあり、今は新しい王の下、落ち着きを取り戻している。

　かつて栄華を極めていたドローデ大使は結局、逮捕はしたもののこちらで処分せず、国に返した。

　新王にとっても恨みのある人物らしく、こちらで処すよりもつらい罰が下っている最中らしい。

　またその尻馬に乗り、魔女を辱めようとした兵士たちには体を元に戻す方法は入れ替わった人物との性交渉であるとだけ伝えてある。

　彼らが体を取り戻すにしろ取り戻さないにしろ、己がしようとしたことを見つめ直す機会にはなるだろうから。

　そういうわけで一応、新王とベルトランは上手く関係を築いているといえる。それでも小競り合いは何度もあったし、薄氷の上を歩くような思いは何度もした。

　重圧に押しつぶされそうで、自分が王妃で居続けることに自信がなくなって泣いたこともあった。

　でも、一人では泣かなかった。泣くときはベルトランの胸の中だけでと決めていたから。

　見ているだけの恋だと諦めていたころから比べると、それでさえ幸せだと思える。

『だから魔女様を舐めるなと言ってるにゃ！』

　息子は何故か、魔女の氷を舐めたがる。美味しいのだろうか。こんなに舐めていたら溶けてしまわないだろうか。

（いや、溶けて良いのか）

　しかし、魔女の身内であるノワールが嫌がっているし、とりあえず止めようかと、我が子の元へ行こうとしたアンネはベルトランに後ろから抱きつかれて、止まった。

「アンネ、愛している」

「私も、愛しています」

　アンネ、早く助けるにゃーとノワールが呼ぶ声が聞こえるが、アンネはひとまず置いておき、ベルトランとキスしたのだった。
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つい最近の法事で、人生で一番痩せていたときに買った喪服が当然のごとく入らず、母にトレードしてもらった結果、肩パッドがついた喪服を着ることとなり、某初号機のようになってしまう。そのため、楽して痩せたい気持ちが強くなっている。
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